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第
一
章

農
林
業
基
盤

地
勢
と
地
質

付

面
河
村
の
概
況

面
河
村
は
、
上
浮
穴
郡
の
北
部
に
あ
っ
て
、
東
は
高
知
県
、
西
は
久
万
町
、
南
は
美
川
村
、
北
は
川
内
町
・

小
松
町
に
接
し
て
い
る
。

標
高
四
五

0
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
九
八
二
メ
ー
ト
ル
で
、

水
は
面
河
川
と
な
っ
て
仁
淀
川

へ
流
れ
て
い
る
が
、

な
っ
て
役
だ
っ
て
い
る
。

一
般
に
山
は
険
し
く
急
傾
斜
を
な
し
て
い
る
。
石
鎚
山
か
ら
に
じ
み
出
る
冷
た
い

一
部
の
水
は
面
河
ダ
ム
に
よ
っ

て
新
居
浜
・
松
山
平
野
の
農
業
用
水
・
発
電
用
水
と

地
質
は
北
部
が
石
鎚
層
群
、
南
部
が
礁
岩

・
砂
岩
・

頁
岩
な
ど
が
複
雑
に
入
り
交
じ
り
、
土
質
は
、
黒
森
峠
に
近
づ
く
ほ
ど
悪
く
、
西

部
へ
移
行
す
る
に
し
た
が
っ

て
よ
い
。

農林業基盤

メ=
ヌL

候

第 1章

十う

面
河
の
概
況

四
国
山
地
の
中
腹
に
位
置
し、

周
囲
を
山
に
固
ま
れ
、
標
高
値
が
比
較
的
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
平
野
部
と
異
な
っ
た
特
有
の
気
象
現
象

301 



業

を
表
し
て
い
る
。
農
作
物
の
生
育
に
最
も
関
係
の
深
い
気
温
は
、
概
し
て
低
く
、
夏
は
冷
涼
で
あ
り
、
冬
は
寒
冷
で
あ
る
。
ま
た
、
昼
と

夜
の
気
温
の
変
化
は
激
し
く
、
夏
の
冷
害
、
冬
期
の
霜
害

・
積
雪
に
よ
る
被
害
な
ど
も
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
、

山
間
部
特
有
の
霧

・

302 

産

霜

・
雪
・
雨

・
曇
天
の
日
が
多
い

こ
と
や
日
照
時
間
が
短
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
水
田
の
裏
作
が
困
難
で
あ
り
、
農
作

第 6編

物
も
比
較
的
短
い
期
間
が
耕
作
時
期
で
あ
る
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
高
峰
、
連
山
に
さ
え
ぎ
ら
れ
る
た
め
に
、
台
風
の
被

害
は
比
較
的
少
な
く
、
豊
富
な
降
水
量
は
水
稲
な
ど
の
農
作
物
の
生
育
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

(=) 

降

水

主ヨー
主旦

降
水
量
は
、
年
に
よ

っ
て
そ
の
量
が
違
う
が
、
平
均
し
て
年
間
一
七

0
0ミ
リ
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
豊
か
な
降
水
量
は
、
農
作
物
や

樹
木
の
生
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
松
山
地
方
に
比
べ
る
と
年
間
五

0
0
ミ
リ
も
多
い
降
水
量
で
あ
る
。
こ
れ
は
標
高
が
高
く

な
る
に
つ
れ
て
気
温
が
下
が
り
、
水
蒸
気
の
量
は
減
少
す
る
。
け
れ
ど
も
、
四
国
山
地
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
上
昇
気
流
と
な
り
、
こ
れ
が
雨

雲
と
な
っ
て
雨
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。

降
水
量
は
、
夏
に
多
く
冬
少
な
い
と
い
う
気
温
の
変
化
と
同
じ
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ
が
夏
の
農
作
物
を
育
て
る
た
め
の
好
条
件

と
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
作
目
に
よ
っ
て
は
多
雨
の
た
め
生
育
障
害
を
受
け
る
も
の
も
あ
る
。

人
口
と
労
働
力

付

行
政
区
画
の
移
り
変
わ
り

明
治
十
三
年
浮
穴
郡
が
上
浮
穴
郡
四
四
か
村
、
下
浮
穴
郡
六

O
か
村
に
分
か
れ
「
か
み
う
け
な
ぐ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。



当
時
面
河
村
は
仙
野
村
・
大
味
川
村
の
二
村
か
ら
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
二
十
二
年
町
村
制
実
施
に
よ
り
、
柏
川
村
と
な
り
、
昭

和
九
年
面
河
村
と
改
称
さ
れ
た
。

。
人
口
と
世
帯
数
の
推
移

O
面
河
村
の
実
態

農林業基盤第 1章

人
口

・
世
帯
数
の
移
り
変
わ
り

(
県
統
計
課
国
勢
調
査
資
料
)

数帯世

明43 1，915 1，778 3， 693 635 

大 4 2，325 1，885 4，210 691 

9 2，027 1， 880 3， 907 647 

14 1，821 1， 683 3， 504 742 

昭 5 2，064 1， 795 3， 859 880 

10 2，275 2，010 4， 285 890 

15 2，236 2， 038 4，274 864 

20 2， 492 2，447 4，935 1， 022 

25 2， 508 2， 465 4，973 984 

30 2，389 2，375 4， 764 955 

35 2， 327 2，173 4， 500 1，027 

40 1， 661 1， 612 3，273 908 

45 1， 148 1，236 2， 384 752 

49 862 946 1， 808 687 

54 784 837 1， 621 560 

計女男~\ 

農
業
従
事
者
が
非
常
に
多
い
。
二
番
目
に
多
い
の
が

工
業

従

事

者
。
三
番
目
は
商
業
従
事
者
で
あ
る。

昭
和
二
十
年
が
、
国
勢
調
査
該
当
年
で
あ

っ
た
が
太
平
洋
戦
争
終

結
の
年
で
あ
っ
た
の
で
、
調
査
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
二
十
二
年

に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
年
か
ら
大
き
く
と
ん
で
い
る
が
、

資

イ
沖
l
c
ミ

p
h

、。

キ
カ
チ
ん
し

昭
和
五
年
に
対
し
て
、
新
し
く
加
わ
っ
た
も
の

に
林
業
・建
設
業
・

製
造
業
・
ガ
ス
電
気
及
び
水
道
業
、
金
融
業

・
サ
ー
ビ
ス
業
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
産
業
が
発
展
し
分
化
し
て
き
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

農
業
者
の
占
め
る
割
合
は
、
昭
和
五
年
と
同
じ
で
一
位
を
占
め

二
番
目
に
林
業
、

二
番
目
に
建
設
業
と
な
っ
て
い
る
。
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昭
和
二
十
二
年
の
職
業
分
類
か
ら

ガ
ス
電
気
及
ひ
水
道
業
と
自
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職
業
別
人
口
構
成
(
県
統
計
課
国
勢
調
査
資
料
V

998 

822 

業工

商業

61 

31 

交通業

23 

3 

家事使用人

男

女

6 

10 

その他の有業者|

男

女

10 

引
削

1，239 

888 

男

女

304 

110 

5 

昭和5.10.1 

男

女

男

女

男

女

男

女

22 

男

女

業由向
同務公

輸

・
通
信
業
が
増
加
し
て
い
る
。

大
き
い
も
の
に
商
業

・
サ
ー
ビ
ス
業
が
あ
る
。

2， 127 

水産業

男

女

男

女

'↑l
 

品一
日

よ』
仁ゴ

由
業
が
な
く
な
っ

て
い
る
。
二
十
二
年
に
対
し
て
農
業
従
事
者
は
減
っ

る
o てお

り
、

反
対
に
増
加
傾
向
の
大
き
い
も
の
に
林
業

・
建
設
業
が
あ

昭
和
三
十
年
に
対
し
て
、

農
業
従
事
者
が
減
り
、
増
加
し
た
傾
向
の

昭
和
三
十
五
年
に
対
し
て
、

農
業
及
び
林
業
従
事
者
が
減
少
し、

運

第

一
次
産
業
で
は
、
昭
和
五
年
に
八
五
・
九
%
で
あ
っ
た
も
の
が
昭
和
二
十
二
年
に
は
九

0
・
O
Mと
四
・
一
%
多
く
な

っ
て
い
る
が

こ
れ
は
終
戦
後
の

こ
と
で
、
都
市
や
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人
々
の
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
は
年
々
減
少
し
て
、
四

農業

鉱業

2，260 

171 

司

t

A

U

Q

U

噌

i

n

L

1
よ

p
b
d
ι
τ

っ“

32 

18 

47 

34 

11 

2，712 

昭和22.10.1 

業

業

業

業

業

業

道

業

業

業

業

業

体

業

一

一

信

ス

団

職

計

及

び

の

産

設

造

気

融

通

ピ

由

電

及

他

ト

輸

一

務

の

合

農

林

水

鉱

建

製

ガ

業

商

金

運

サ

自

公

そ

十
五
年
に
は
六
五
・
三
%
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
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ー
引
一
引
一
己
一
日
一
引
一
引
一
目
l
l
l
h一l

昭和25.10.1 

専門的技術的職業 43 

21 

男

女

昭和30.10.1 

農業 476 

558 

13 管理的職業530 

238 

41 

12 

事務従事者2 

2 

20 

21 

販売従事者

農夫 ・伐木夫

猟師漁夫等

96 

17 

採鉱採石的職業

14 運輸的職業47 

36 

56 

13 

従程工産生工b
じ技殊

者

特

業

4 

1 

34 

1 

男

女

単純労働者35 

1 

11 

26 

男

女

サービス業64 

64 

男

女

分類不能職業22 

4 

男

女

男女別計

2， 626 計
企』
仁ゴ

引
J

引
司
U

川
司
州
司
U
ペ
訂
J

引
司
州
司
州
司
u
h
司
u
h
司
州
司
州
司
引
司
判
l

l
2，251 

林業

狩猟

漁業

水産業

鉱業

建設業

37 

17 

製造業

卸売および小売業

金融 ・保険不動産業

運輸通信およびそ

の他の公益事業

サーピス業

公務

分類不能の産業

計

合計

305 



昭和40.10.1 

司
司
王

引

司

農業

林業

狩猟業

漁業

水産養殖業

鉱業

建設業

製造業

卸売業

小売業

運輸通信業

サーピス業

公務

分類不能の産業

計

合計 1， 527 

昭和35.10.1 

第 6編産 業

406 

558 

290 

370 

農業

200 

46 

林業

狩猟業

漁業

水産養殖業

鉱業

1 

3 

2 

203 

42 

建設業

9 製造業

49 

47 

一
業

一
産

一
動

一
不

一ι央
-

R
ド
ト

一
保

業
業
一

・

売

売

一

融

卸

小
一
金

58 

1 

運輸通信業

1 

1 

電気 ・ガス水道業

77 

86 

サーピス業

29 

12 

公務

分類不能の産業

919 

608 

計

合 計

則
一七，司
川
F
U川司
一一訂
州
司
州
司
い
一
司
い
ぺ
訂
州
司
U刊訂
J

引
司
u
h
司
u
h
司
u
h
訂
利
一

412 

121 

7 

9 

2 

238 

32 

10 

6 

45 

52 

1 

52 

1 

23 

1 

81 

84 

28 

8 

2 

1，331 

868 

2，179 
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258 

340 

171 

56 

73 

33 

7 

10 

38 

2 

86 

81 

1 

1 

31 

40 

l 

24 

10 

1 

692 

573 

1 

1，265 

昭和45.10.1 

男

女

A 
仁コ

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

電気 ・ガス水道業

分類不能の産業

金融 ・保険業

漁業

水産養殖業

運輸通信業

サービス業

不動産業

L
l
 

=一-ロ

建設業

製造業

卸売業

小売業

農業

林業

狩猟業

計

鉱業

公務

第
二
次
産
業
で
は
、
昭
和
五
年
に
対
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
二
倍
近
い
増
加
を
占
め
て
い
る
。

第
三
次
産
業
に
つ

い
て
は
、
昭
和
五
年
に
対
し
四
十
五
年
に
は
、
一

六

・
三
%
増
加
し
て
い
る。

昭
和
四
十
五
年
の
本
村
を
、

愛
媛
県
及
び
、
全
国
の
比
較
を
調
べ
て
み
る
と
、
本
村
は
、
第
一
次
産
業
の
占
め
る
割
合
が
ま
だ
ま
だ
多

い
こ
と
や
、

第
二
次
産
業
従
事
者
の
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
面
河
村
の
み
で
な
く
、
本
郡
の

一
致
し
た
傾
向
で
も
あ
る
。

我
が
国
の
経
済
は
、
昭
和
二
十
五
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
敗
戦
後
の
混
乱
か
ら
立
ち
直
り
始
め
、
朝
鮮
戦
争
で
特
需
景
気
を
迎
え
、
三
十

農林業基盤

年
ご
ろ
に
な
る
と
経
済
の
自
立
を
目
指
し
て
国
土
の
開
発

・
工
業
の
発
展

・
貿
易
の
振
興
に
力
を
入
れ
た
の
で
、
産
業
経
済
は
著
し
く
発

展
し
た
。
こ
の
ご
ろ
か
ら
人
々
は
、
第

一
次
産
業
よ
り
も
生
産
性
の
高
い
第
二
次
第
三
次
産
業
へ
と
転
出
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

本
郡
は
も
と
よ
り
本
村
に
も
、
こ
の
産
業
構
造
の
高
度
化
現
象
の
波
は
容
赦
な
く
打
ち
寄
せ
て
き
た
。

そ
の
結
果
農
業
人
口

は
急
速
に

第 1章

都
市
ヘ
流
出
し
、

農
業
生
産
の
伸
び
の
停
滞
や
、

農
地
の
荒
廃
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
。
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第 6編産業

産業別人口

昭和 5 年 | 昭和 22 年

一次産業 | 二次産業 | 三次産業 | 一次産業| 二次産業 | 三次産業

人数 %1人数 %1人数 %1人数 %1人数 %1人数 % 

154 5. 7 

昭和 30 年 昭和 35 年

一次産業 | 二次産業 | 三次産業 一次産業 | 二次産業 | 三次産業

人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 

1，806 80.2 167 7.4 278 12.4 1，504 69.1 297 13.6 376 17.3 

昭和 40 年 昭和 45 年

一次産業 | 二次産業 | 三次産業 一次産業 | 二次産業 | 三次産業

人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 

907 59.4 259 17.0 361 23.6 825 65.3 125 9.9 314 24.8 

昭和 54 年

一次産業 | 二次産業 | 三次産業

% 

308 



円
開

過
疎
化
問
題

過
疎
と
い
う
言
葉
が
公
的
に
使
わ
れ
た
の
は
、

経
済
審
議
会
が
昭
和
四
十
一
年
に
発
表
し
た
「
中
間
報
告
」
が
初
め
て
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。
そ
の
中
で
、

「
都
市
へ
の
'
激
し
い
人
口
移
動
は
、
人
口
減
少
地
域
に
も
種
々
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
人
口
減
少
地
域
に
お
け

る
問
題
を
か
過
密
問
題
d

に
対
す
る
意
味
で
か
過
疎
問
題
d

と
呼
び
、
過
疎
と
人
口
減
少
の
た
め

一
定
の
生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が

困
難
に
な
っ
た
状
態
、
例
え
ば
防
災

・
教
育

・
保
健
な
ど
の
地
域
社
会
の
基
礎
的
条
件
の
維
持
が
困
難
に
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
資
源
の

合
理
的
利
用
が
困
難
と
な

っ
て
地
域
の
生
産
機
能
が
著
し
く
低
下
す
る
こ
と
を
理
解
す
れ
ば
、
人
口
減
少
の
結
果
、
人
口
密
度
が
低
下

し
、
年
齢
構
成
の
老
齢
化
が
進
み
、
従
事
の
生
活
パ
タ

ー
ン
の
維
持
が
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
る
地
域
で
は
、
過
疎
問
題
が
生
じ
つ
つ
あ

る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

本
郡
は
も
と
よ
り
本
村
の
場
合
人
口
減
少

・
人
口
密
度
の
低
下

・
年
齢
別
人
口
構
成
の
片
寄
り
な
ど
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
こ

れ
ら
は
地
域
の
協
同
生
活

・
生
産
活
動
に
大
き
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

過
疎
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
た
直
接
的
要
因
は
、
人
口
移
動
、
つ
ま
り
産
業
構
造
の
変
化
に
伴
う
労
働
力
の
都
市
へ
の
集
中
で
あ
る
。
そ

の
背
景
は
、
戦
後
の
高
度
成
長
政
策
の
進
行
を
核
と
し
て
推
し
進
め
ら
れ
た
地
域
開
発
計
画
に
あ
っ
て
、

し
か
も
過
密
・
過
疎
を
解
消
す

農林業基盤

る
と
い
う
政
策
目
標
を
掲
げ
た
地
域
開
発
が
、
実
は
、
新
し
い
過
密
・
過
疎
を
生
み
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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耕
地
面
積

本
郡
各
町
村
の
田
畑
の
耕
地
面
積
を
昭
和
六
年
か
ら
数
年
お
き
に
調
べ
て
み
る
と
、
久
万
町
で
は
畑
よ
り
も
水
田
の
面
積
が
広
い
が
、

他
の
町
村
で
は
い
ず
れ
も
畑
の
面
積
が
広
く
、
郡
全
体
と
し
て
は
、
畑
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
。
次
の
表
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

本
村
に
お
い
て
も
そ
の

こ
と
が
い
え
る
。

水
田
の
場
合
、
戦
後
の
食
糧
増
産
時
代
か
ら
昭
和
四
十
五
年
に
か
け
て
は
米
の
余
剰
期
を
迎
え
、
日
本
農
業
史
に
か

つ
て
な
か
っ
た
米

の
生
産
調
整
を
す
る
た
め
に
、
政
府
は
昭
和
四
十
六
年
か
ら
補
助
金
を
出
し
て
減
反
政
策
を
推
し
進
め
た
。
休
耕
田
を
作
ら
せ
る
こ
と
、

転
作
を
奨
励
す
る
こ
と
、
水
田
の

一
部
を
畑
に
変
え
さ
せ
る
こ
と
、

ま
た
、
山
田
や
谷
田
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
大
部
分
は
植
林
化
さ
せ
る

」と
も
あ

っ
て
面
積
は
減
少
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
畑
に
つ
い
て
は
、
戦
前
に
多
く
栽
培
さ
れ
た
と
う
も
ろ
こ
し
と
雑
穀
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
産
業
界
の
動

向
か
ら
く
わ
、
み
つ
ま
た
、
く
り
、

茶
な
ど
の
畑
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
面
積
は
大
き
く
減
少
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
六
年
「
農
業
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
政
府
は
農
業
構
造
改
善
事
業
に
着
手
し
た
。
本
郡
で
も
久
万
町
の
明
神

・
畑
野
川
・

直
瀬
の
地
区
で
実
施
さ
れ
た
。

し
か
し、

経
営
規
模
の
零
細
性
・
生
産
費
の
割
高
・

農
業
所
得
の
低
迷
・
兼
業
農
家
の
増
加
・
労
働
力
人

口
の
流
出
等
の
問
題
が
山
積
し
て
、
そ
の
解
決
は
、

一
朝
一
夕
に
は
い
か
な
い。



第 2章 土地利用

水田耕地面積 単位 ha 

資料昭 6~14は久万授業改良普及所。昭22~30は県国勢調査

昭35以降は上得穴統計事務所

昭和

6 10 14 22 30 35 40 45 49 53 

明神 村 225.7 229.1 229.2 

口7久万町 139.0 136.0 129.9 326.8 845.0 811.0 656.0 

父二峰村 151.6 127.8 140.3 129.0 118.6 

川瀬 村 285.8 286.0 282.5 240.5 259.0 

柚川 村
112.5 105.3 103.1 86.4 90.0 113.5 111.0 108.0 92.0 92.0. 

面河)

仕七川村 75.8 73.9 70.2 66.6 

1 
弘形 村 144.7 146.2 145.0 131.7 254.4 267.0 270.0 223.0 

中津村 83.2 79.2 79.0 77 .0 

寸
柳谷村 58.9 58.9 60.1 57.5 114.7 108.0 104.0 91.0 

参川村 88.5 88.4 90.9 84.7 

寸
小田町村 59.2 62.7 63.0 UI

'

1 272.3 268.0 245.0 204.0 

石山村 53.1 51.7 53.3 

田渡村 58.3 57.5 54.4 52.4 ト一一

合計 1536.3 1502.7 1500.9 1351.6 1568.0 1575.0 1599.0 1538.0 1266.0 
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畑耕 地 面 積 単位 ha 

資料 昭6~14は久万農業改良普及所。 昭22~30は県国勢調査

昭35以降は上浮穴郡統計事務所

昭和

6 10 14 22 30 35 40 45 49 54 

明神 村 62.0 78.2 

口6久 万村 90.3 89.0 484.0 546.0 425.0 

父二峰村 517.2 461.1 105.2 

I11瀬村 213.0 196.0 184.2 

柚JlI村
359.7 854.6 259.0 244.3 244.0 204.0 97.0 100.0 

面河)

仕七川村 443.4 442.0 169.8 

G 弘形 村 373.8 372.7 167.6 498.0 462.0 297.0 

l中 津 村 608.4 493.1 226.9 

コ8柳谷村 708.5 1271.8 306.9 388.0 305.0 139.0 

参 川 村 324.2 540.0 167.9 

口2小田町村 152.5 151.3 172.1 536.0 632.0 488.0 

石山 村 113.2 106.5 

回 渡 村 238.4 260.3 148.6 ト一一一

合 計 4204.6 5315.6 2054.8 2053.0 2150.0 2149.0 1146.0 
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農

道

農
道
は
、
そ
の
言
葉
の
と
お
り
農
業
経
営
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、

点
在
す
る
農
家
に
と
っ

て
は
生
活
上
に
も
必
要
な
も
の
で
あ

る
。
農
道
を
盛
ん
に
造
成
し
始
め
た
の
は
昭
和
三
十
年
こ
ろ
の
機
械
化
導
入
に
始
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
久
万
町
で
は
農
業
構
造
改

善
事
業
と
し
て
取
り
上
げ
造
成
し
た
も
の
が
大
部
分
を
占
め
た
が
、
昭
和
五
十
年
か
ら
は
農
村
総
合
整
備
の

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
造
成
さ

れ
た
。

本
村
な
ど
は
、
主
と
し
て
山
林
振
興
、
土
地
改
良
事
業
等
補
助
事
業
で
実
施
し
て
い
る
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
最
近
で
は
農
道
舗
装
事

業
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
と
こ

ろ
農
道
の
普
及
は
わ
ず
か
で
あ
っ

て、

造
成
そ
の
も
の
も
遅
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
農
家
の
生
産
性
向
上
・

能
率
化
の
上

か
ら
急
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。

農
道
整
備
状
況

(本
村
調
ベ
〉

土地利用

1.5 
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付

焼
畑
耕
作

常
畑
耕
地
の
乏
し
い
本
郡
で
は
、
山
地
斜
面
の
土
地
利
用
を
す
る
た
め
に
、
山
林
を
焼
き
払

っ
て
耕
地
を
造
り
、

一
定
の
期
間
作
物
の

栽
培
を
行
っ
て
い

た
。
こ
れ
が
焼
畑
耕
作
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
焼
畑
耕
作
の
後
は
、
み
つ
ま
た
を
植
栽
し
た
り
造
林
を
し
た
り
し

て
い
た
。
な
か
に
は
常
畑
と
な

っ
た
も
の
も
あ
る
。
広
い
意
味
で
は
み
つ
ま
た
の
植
栽
地
も
焼
き
畑
で
あ
る
。

焼
畑
耕
作
は
、
藩
政
時
代
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
、
常
畑
を
つ
く
る
手
段
と
し
て

焼
畑
耕
作
を
し
て
い

た
も
の
で
あ
る
。

藩
政
時
代
は
、
郡
内
の
ほ
と
ん
ど
の
山
林
は
落
主
が
所
有
し
て
い
た
の
で
、
農
民
た
ち
は
圧
屋
を
通
じ
て
藩
主
か
ら
土
地
を
借
用
し
焼

と
う
も
ろ
こ
し

・
ひ
え

・
む
ぎ

・
だ
い
ず
が
主
で
、
他
に
そ
ば

・
あ
ず
き

・
お
か
ぼ
(
陸
稲
〉

な
ど
も
あ
っ
た
。
農
民
は
米
の
収
穫
高
よ
り
、
多
く
の
年
貢
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
に
、
米
に
換
え
て
だ
い
ず
を
納
め
、
年
貢

畑
を
営
ん
で
い
た
。
当
時
の
焼
畑
作
物
は
、

を
や
っ
と
完
納
す
る
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う。

焼
畑
は
、
谷
底
及
び
低
い
土
地
の
緩
斜
面
に
あ
る
水
田

・
常
畑
の
周
囲
に
あ
っ
て
、
農
民
た
ち
は
耕
作
の
便
を
考
え
焼
畑
小
屋
を

つ
く

り
耕
作
し
て
い
た
。
水
田
の
な
い
郡
内
の

一
部
に
は
、
焼
畑
小
屋
に
農
民
の
二
男

・
三
男
が
住
み
つ
い
て
で
き
た
高
所
の
部
落
が
あ
る
。

焼
畑
に
栽
培
す
る
作
物
か
ら
、
き
び
山
・

そ
ば
山
・

ひ
え
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
年
こ
ろ
に
な
る
と
焼
畑
を
ま
と
め
て、

本
村
あ
た
り
で
は
切
替
畑
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

焼
畑
を
作
る
に
は
通
常

θ
準
備
。
火
入
れ
⑤
焼
け
跡
の
整
理
と
い
う
三
段
階
で
作
業
を
行
い
、
続
い
て
地
ご
し
ら
え
、
種
ま
き
の
作
業



を
行
う
の
で
あ
る
。
七
月
上
旬
に
樹
木
を
切
り
、

八
月
上
旬
に
火
入
れ
を
行
っ
て
焼
畑
を
作
る
こ
と
を
や
ぶ
う
ち
と
い
い
、
十
月
に
伐
採

し
て
樹
木
を
雪
の
下
に
置
き
、
翌
春
火
入
れ
を
行
う
の
を
は
た
き
り
呼
ん
で
い
た
。
や
ぶ
う
ち
は
麦
を
作
る
た
め
の
焼
畑
で
、
は
た
き
り

は
と
う
も
ろ
こ
し
・
豆
類
・
そ
ば
・
ひ
え
を
作
る
焼
畑
で
あ
る
。

伐
採
し
た
木
は
小
さ
く
枝
打
ち
し
、
山
全
体
に
広
げ
て
乾
燥
さ
せ
、
こ
ば
焼
き
を
行
う
。
こ
ば
焼
き
前
に
は
、
山
の
神
に
安
全
と
豊
作

を
祈
り
、
神
酒
を
捧
げ
た
も
の
で
あ
る
。
火
入
れ
に
先
だ
っ
て
伐
採
し
て
あ
る
木
を
乾
燥
し
や
す
い
よ
う
に
こ
ば
返
し
(
木
の
枝
を
上
下
に

返
す
作
業
)
が
行
わ
れ
、
山
の
周
囲
に
は
幅
一
間
(
一
九
0
セ
ン
チ
)
の
防
火
線
を
切
り
、
山
火
事
を
防
ぐ
作
業
も
行
わ
れ
た
。

火
入
れ
は
、

よ
く
乾
燥
を
し
た
時
を
見
計
ら
い
無
風
の
曇
の
日
の
午
後
、
山
の
上
の
方
か
ら
竹
だ
い
(
竹
を
束
に
し
た
た
い
ま
つ
)
で
火

を
つ
け
た
。
上
の
方
か
ら
火
を
つ
け
る
の
は
、
延
焼
の
防
止
と
土
ま
で
焼
け
る
か
ら
で
あ
る
。
火
が
お
さ
ま
る
の
を
待
っ
て
、
焼
け
跡
の

整
理
を
し
た
。
ま
く
り
あ
つ
め
(
焼
け
残
っ
た
木
を
集
め
る
た
め
の
股
木
、

一
間
ぐ
ら
い
の
長
さ
)
で
焼
け
残
っ
た
木
を
集
め
、
あ
つ
め
焼
き
を

す
る
。
ま
た
、

表
土
の
流
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

木
の
幹
を
使
っ
て
さ
え
ぎ
(
土
ど
め
)
を
木
の
株
や
く
い
を
打
っ
て
作
る
。
そ
の
後
う
ち

あ
け
(
焼
跡
を
掘
り
起
こ
す
〉
を
地
掘
り
(
唐
鍬
)
で
す
る
。
こ
う
し
て
焼
畑
を
作
っ
た
。
焼
畑
は
う
ね
を
作
ら
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。

焼
畑
の
輪
作
(
昭
和
十
年
以
前
)

焼
畑
の
輪
作
(
昭
和
二
十
年
以
後
)

土地利用

初

山

，十小
，
寸

R
q

.315 

春

とうもろこし

とうもろこし

とうもろこし

とうもろこし

み つ また

び

やけやま

あらじ

4 月中旬

10月中旬

とうもろこし

じゃが し、も

甘諸

とうもろこし

じゃがいも

甘 諸

とうもろこし

じゃが し、も

甘 諸

植

きの
称
れ

年

目

目

白

目

畑

入

年

年

年

年

焼

名

火

初

2

3

4

5

火入れ

年

焼畑の

名称

2 年目

3 年目

4 年目
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焼
畑
耕
作
の
収
穫
量
は
自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
や
す
い
た
め
、
年
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
上
鳥
獣
の
被
害
も
大
き
か
っ
た
の

316 

で
常
畑
よ
り
も
少
な
い
収
穫
で
あ
っ
た
。
焼
畑
の
地
方
維
持
は
困
難
で
あ
り
、
年
々
収
穫
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
作
物
栽
培
の
限
界
は
、

産

土
質
に
も
よ
る
が
四
年
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
焼
畑
耕
作
の
反
当
た
り
(
一

0
ア
ー
ル
〉
収
量
は
そ
ば
五
斗
(
九
O
リ
ッ
ト
と

-
裸
麦
一
石

第 6編

二
斗
(
一
二
六
リ

ッ
ト
ル
〉
・
と
う
も
ろ
こ
し
八
斗
(
一
四
四
リ
ッ

トル
U

・
大
豆
・
あ
ず
き
二
斗
(
三
六
リ
ッ
ト
ル
〉

が
普
通
作
の
収
量
で

あ
っ
た
。昭

和
二
十
五
年
の
焼
畑
及
び
切
替
畑
の
面
積

焼
畑
耕
作
面
積
の
推
移
に
つ

い
て
は
、
確
か
な
資
料
が
な

焼
畑
・
切
替
畑
の
別

い
の
で
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
大
正
末
期
よ
り
、
昭
和
初
期

面

積

焼
畑
面
積

切
替
畑
お
よ
び
み
つ
ま
た
畑
の
面
積

に
か
け
て
の
世
界
恐
慌
の
時
期
に
お
け
る
失
業
者
救
済
事
業

七
一
・

五
ヘ
ク
タ
ー
ル

八
一
五
ヘ
ク
タ
l

y

と
し
て
、
開
畑
開
田
の
奨
励
食
糧
増
産

・
山
林
原
野
の
開
墾

が
行
わ
れ
た
。
大
正
末
期
か
ら
昭
和
十
年
ご
ろ
ま
で
に
か
け
て
、

み
つ
ま
た
耕
作
面
積
が
多
か
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

戦
後
、
自
然
条
件
に
よ
る
不
作
と
、
労
働
力
と
生
産
額
と
の
不
つ
り
合
い
、
及
び
木
材
の
値
段
が
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
焼
畑
は
し
だ

い
に
植
林
化
さ
れ
昭
和
四
十
年
を
境
に
本
郡
に
は
そ
の
形
態
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

亡才

植

k
ト

4
K
A
B
 

鎌
倉
時
代
前
後
か
ら
寺
社
の
森
、
民
家
の
周
辺
に
植
林
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
当
時
は
造
林
の
目
的
で
は
な
く
、
寺
社
の
風
格
を

保
つ
必
要
上
や
、
民
家
の
防
風
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
山
野
に
自
生
し
て
い
る
自
然
苗
を
採
取
し
て
造
林
を
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ

た。
造
林
地
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
松
山
藩
主
が
山
奉
行
を
置
き
、
山
林
の
管
理
・
林
地
の
利
用
並
び
に
水
資
源
確
保
の
た
め



に
植
林
を
奨
励
し
た
こ
と
に
よ
る
。
藩
政
時
代
の
植
林
は
全
郡
的
な
も
の
で
は
な
く
、
菅
生
村
・
畑
野
川
地
方
が
主
で
、
部
分
的
に
植
林

を
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

明
治
の
初
め
、
井
部
栄
範
が
植
林
の
有
望
性
と
水
源
林
と
し
て
の
必
要
性
を
強
調
し
、
造
林
収
支
の
計
算
を
立
て
経
済
性

・
必
要
性
を

認
識
し
、
植
林
を
盛
ん
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
格
的
な
造
林
は
、
菅
生
村
か
ら
起
こ
り
、
続
い
て
畑
野
川、

仕
七
川
な
ど
の
入
会
地
に

「
三
百
杉
」
と
銘
打
っ
て
植
林
す
る
よ
う
に

な
り
、
や
が
て
今
郡
的
に
広
が

っ
て
い
っ
た
。

藩
政
時
代
の
植
林
の
苗
木
は
、
近
畿

・
中
国
筋
か
ら
移
入
し
た
も
の
が
主
で
あ
っ
た
が
、
高
知
の
梁
瀬
杉
も
移
入
さ
れ
て
い
た
。
明
治

時
代
に
な
る
と
吉
野
系
の
杉
が
主
と
な
り
、
和
歌
山
や
広
島
方
面
か
ら
買
い
入
れ
て
き
て
植
林
を
し
て
い
た
。
明
治
二
十
年
代
に
な
る
と

種
子
を
買
い
入
れ
、
す
ぎ

・
ひ
の
き
の
育
苗
が
本
郡
で
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
三
十
三
年
「
造
林
補
助
金
交
付
規
定
」
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
は
、
造
林
地
の
地
ご
し
ら
え
は
全
面
焼
き
で
あ
っ
た
の
で
、
縦
並
植

え
が
行
わ
れ
て
い
た
。

一
町
歩
(
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
当
た
り
四

0
0
0本
の
吉
野
式
林
業
の
縦
植
え
密
植
が
行
わ
れ
て
い
た
。

全
面
焼
き

は
、
し
ば
し
ば
山
火
事
の
原
因
と
な
っ
て
い
た
の
で
、

「
造
林
補
助
金
交
付
規
定
」
と
同
時
に
制
定
さ
れ
た
「
森
林
火
入
れ
許
可
制
度
」

に
よ
り
筋
火
切
り
、
地
ご
し
ら
え
が
多
く
な
り
、
植
林
も
横
植
え
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

一
町
歩
当
た
り
三

0
00
本
か
ら
三
五
O

土地利用

。
木
程
度
の
植
林
と
な
っ
た
。

明
治
三
十
年
「
森
林
法
」
が
発
布
さ
れ
、

森
林
に
行
政
の
手
が
差
し
伸
ま
さ
れ
た
。
続
い
て
明
治
三
十
三
年
に
は
「
愛
媛
県
山
林
植
樹

補
助
金
規
定
」
が
定
め
ら
れ
、
保
安
林
・
公
有
林

・
共
有
林
に
対
し
て
、
人
工
植
栽

一
町
歩
当
た
り
、
二
二
ニ
円
五
銭
三
厘
の
補
助
金
が
交
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付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
補
助
金
制
度
が
発
足
し
た
。

317 

日
清

・
日
露
戦
争
後
、
木
材
の
必
要
性
と
財
力
蓄
積
の
両
面
か
ら
、
戦
勝
記
念
造
林

・
在
郷
軍
人
基
本
林

・
学
校
基
本
林
な
ど
の
名
称



業

で
造
林
が
奨
励
さ
れ
、
植
栽
地
が
多
く
な

っ
て
き
た
。

318 

明
治
三
十
八
年
「
公
有
林
規
定
」
が
公
布
さ
れ
、
部
落
有
林
の
統
一
、
入
り
あ
い
地
林
の
整
備
な
ど
、
荒
廃
林
野
の
植
林
が
行
わ
れ

産

た
o

特
に
町
村
有
林
は
「
基
本
財
産
造
成
林
立
し
て
植
林
が
強
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
造
林
面
積
は
拡
大
し
て
い
っ
た
o

大
正
九
年
「
公
有
林
野
官
行
造
林
法
」
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
町
村
有
林
の
奥
地
未
利
用
地
の
開
発
が
行
わ
れ
た
。
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昭
和
二
年
「
水
源
泊
養
造
林
補
助
規
則
」
が
公
布
さ
れ
て
、

一
般
私
有
林
の
造
林
に
対
し
て
も
補
助
の
道
が
講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
私
有
地
の
荒
廃
地
や
伐
採
地
跡
の
植
林
は
い
っ
そ
う
盛
ん
に
な
っ
た
。

昭
和
十
五
年
十
月
、
森
林
法
の
改
正
に
よ
り
、
森
林
組
合
が
設
立
さ
れ
、

軍
用
資
材
と
し
て
の
林
産
物
の
調
達
が
始
ま

っ
た
。

第
二
次

世
界
大
戦
中
は
労
働
力
不
足
の
た
め
、
植
林
は
一
時
中
断
さ
れ
、
そ
の
上
に
戦
災
地
の
復
旧
に
多
く
の
木
材
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
過
伐

と
な
り
、
裸
地
面
積
が
増
加
し
て
い
っ
た
。

戦
後
は
、

「
伐
採
調
整
資
金
制
度
」
造
林
促
進
の
た
め
の
「
造
林
整
備
事
業
資
金
制
度
」

「
造
林
補
助
金
制
度
」
な
ど
の
活
用
に
よ

り
、
年
々
造
林
面
積
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。

「林
業
基
本
法
」
の
制
定
に
よ
り
林
業
行
政
の
根
本
が
確
立
し
、
林
業
構
造
改
善
事
業
が
始
め
ら
れ
た
。

果
、
林
道
の
整
備
に
伴
い
、
林
業
家
の
造
林
意
欲
が
高
ま
っ
て
き
た
。
現
在
で
は
奥
地
の
方
ま
で
植
林
さ
れ
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
植
栽
に

昭
和
三
十
九
年
、

そ
の
結

よ
る
大
径
木
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。



第
三
章

作
目
の
歴
史

作
目
の
概
要

上
浮
穴
郡
に
お
け
る
農
産
物
の
移
り
変
わ
り
を
見
る
と
き
、
必
ず
し
も
米
麦
中
心
と
は
い
い
が
た
い
。
も
ち
ろ
ん
主
要
作
目
が
米
麦
で

あ
っ
て
、
そ
の
生
産
に
大
い
に
力
を
注
い
で
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
浮
穴
郡
の
立
地
条
件
を
考
え
て
み
て
も
、
決
し
て

気
候

・
風
土
が
、
米
麦
の
生
産
に
最
も
適
し
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。
例
え
ば
、
江
戸
時
代
の
米
作
に
し
て
も
、
収
穫
量
の
多
い
品
種
が

作
り
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
う
え
に
、
狭
い
水
田
へ
植
え
つ
け
、
長
い
期
間
を
か
け
て
栽
培
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
力
を
費
や
す
割

に
は
収
穫
は
上
が
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
麦
の
栽
培
に
し
て
も
、
反
当
約
一
石
と
い
う
収
穫
高
で
あ
り
、
こ
れ
は
県
下
で
最

下
位
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
例
で
わ
か
る
と
お
り
、
本
郡
の
米
麦
の
生
産
高
は
、
極
め
て
低
か

っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
米
麦
の
み
に
依
存
し
て
い
た
の
で
は
、
本
郡
の
農
民
は
、
租
税
を
納
め
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
生
活
そ
の

作自の歴史

も
の
が
で
き
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

寛
保
の
前
後

(
一
七
四
一
)
の
記
録
と
考
え
ら
れ
る
「
久
万
山
手
鑑
」
に
よ
る
と
、
松
山
藩
が
課
税
の
対
象
と
し
て
指
定
し
て
い
た
本

つ

づ

ら

え

ん
し
よ
う

郡
の
産
物
は
、
米
・

茶

・
麻
、
真
綿

・
荷
藤

・
炭

・
漆
・
焔
硝
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
記
録
は
、
本
郡
の
農
業
が
米
麦
中
心
で
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な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
、
作
目
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
き
、
念
頭
に
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

319 

ち
、
木
都
の
気
候

・
風
土
に
適
し
た
産
業
が
、
江
戸
時
代
に
は
既
に
研
究
さ
れ
始
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
わ
け
で
あ
る
。



業

本
部
の
茶
の
生
産
の
始
ま
り
は
、
寛
永
年
間
に
そ
の
源
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
初
代
松
山
藩
主
松
平
定
行
が
、
伊
予
に
着
任
し

320 

た
の
は
、

寛
永
十
二
年
(
一
六
三
五
)
の
七
月
で
あ
り
、
こ

の
松
山
藩
主
が
、
宇
治
か
ら
茶
の
実
を
取
り
寄
せ
、
本
郡
に
茶
の
生
産
を
奨

産

励
し
た
。
こ
れ
が
、
茶
の
生
産
の
礎
と
な
り
、
粁
余
曲
折
を
経
て
、
今
日
銘
茶
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
麻
や
綿
の
よ
う
な
農
産
物
と
同
様
に
、
木
山
灰
や
漆
な
ど
の
林
産
物
も
、
上
浮
穴
郡
の
農
民
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
物
資
で
あ
っ
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た
こ
と
が
う
な
ず
け
る
わ
け
で
あ
る
。

藩
政
時
代
に
お

い
て
、

も
う
一
つ
特
筆
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
製
紙
業
で
あ
る
。
幕
末
の
状
況
か
ら
推
測
す
る
と
、
本
郡
の
製

紙
業
は
、
か
な
り
の
発
展
を
遂
げ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

本
郡
に
お
い
て
製
紙
業
が
発
達
し
た
理
由
と
し
て
、
自
然
条
件
に
制
約
さ
れ
た
農
民
の
生
活
と
、
松
山
藩
の
政
治
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
ぞ

す
な
わ
ち
、
本
郡
の
立
地
条
件
か
ら
み
て
、

農
業
に
多
く
を
期
待
す
る

こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
農
民
は
、
気
候

・
風
土
に
適
し
た
緒
の
栽

培
に
力
を
注
ぎ
、

製
紙
業
を
発
展
さ
せ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
松
山
藩
で
は
、
租
税
と
し
て
紙
、
特
に
御
手
山
半
紙
の
物
納
を
さ
せ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
松
山
の
立
花
橋
の
近
く
に
紙
役
所
を
設
け
て
い
た
こ
と
で
も
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
租
税

と
し
て
物
納
を
許
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
松
山
藩
が
紙
を
重
視
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
本
郡
の
農
民
の
生
活

と
松
山
藩
の
政
治
上
の
問
題
と
を
併
せ
て
考
え
て
み
る
と
き
に
、
製
紙
業
の
発
展
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
年
に
発
行
さ
れ
た
「
伊
予
温
故
録
」
に
は
、
上
浮
穴
郡
の
物
産
と
し
て
、

「若
樫
棒
扇
柏
之
類
大
豆
・
小
豆
・
綾
布
・
綾
布

蘭

・
山
葵

・
扇
茄
子

・
橘
子

・
茶

・
甘
州
・

蕨
粉

・
奉
書
紙

・
杉
原
紙
・
仙
花
紙
・
久
主
面
河
川
鮎

・
露
峰
伊
改
簾

・
板
類
・
木
材

・
植

茸
、
大
麻
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
を
通
し
て
、
明
治
時
代
の
農
林
産
物
の
あ
ら
ま
し
が
想
像
さ
れ
よ
う
。

明
治
四
十
三
年
の
「
久
万
町
郷
土
史
」
に
、
初
め
て
各
町
村
別
の
作
物
反
別
及
び
生
産
量
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
米・



麦
・
と
う
も
ろ
こ
し
・
大
豆

・
小
豆

・
え
ん
ど
う
・
そ
ら
ま
め

・
養
蚕
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
、
大
正
・
昭
和
と
続
く
農
業

の
原
型
と
も
い
う
べ
き
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
、

明
治
時
代
に
お

い
て
確
立
さ
れ
た
と
見
て
も
差
し
支
え
な
い
。
そ
れ
ま
で

の
記
録
に
見
ら

れ
な
か
っ
た
養
蚕
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

農
産
物
の
種
類
が
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
う
な
ず
け
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
明
治
時
代
の
急
激
な
人
口
の
増
加
は
、
食
糧
の
不
足
を
引
き
起
こ

し
、
二
十
六
年
か
ら
三
十
年
に
か
け
て
年
平
均
五

O
万
石
か

ら
の
米
を
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
政
府
は
、
こ

の
食
糧
不
足
と
い
う
現
実
に
対
処
す
る
た
め
、
勧
農
政
策
を
打
ち
出
し
、

そ
れ
を
強
硬
に
推
進
し
て
い
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
米
の
増
産
と
地
主
擁
護
の
目
的
で
、
明
治
二
十
九
年
に
は
日
本
勧
業
銀
行
法

・
農
工
銀
行
法
を
、
さ
ら
に
、
三
十
二
年
に

は
耕
地
整
理
法
を
公
布
し
て
、
相
次
い
で
農
業
に
対
す
る
金
融
制
度

・
助
成
措
置
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
県
立
の
農
業
試
験
場
を

設
け
て
、
品
種
改
良
・
施
肥
の
改
善

・
病
虫
害
の
防
除
な
ど
に
つ
い
て
研
究
さ
せ
、
米
の
増
収
の
た
め
に
集
約
農
法
を
奨
励
し
た
。

愛
媛
県
で
は
、
米
の
増
産
の
た
め
に
、
明
治
三
十
四
年
に
害
虫
駆
除
予
防
規
則
を
改
正
し
た
県
令
を
出
し
、
常
水
苗
代
か
ら
短
冊
型
の

水
を
た
た
え
な
い
愛
媛
苗
代
へ
の
切
り
替
え
を
強
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
十
八
年
に
は
、
県
令
で
も
っ
て
正
条
植
え
を
強
制
し、

警
一察

官
立
ち
会
い
の
も
と
で
田
植
え
を
さ
せ
る
と
い
っ
た
普
及
の
た
め
に
強
硬
手
段
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
大
量
の
違
反
者
を
拘
留
し
た
り
、

作目の歴史

科
料
に
処
し
た
り
し
た
と
い
う
記
録
さ
え
残
っ
て
い
る
。

明
治
政
府
や
愛
媛
県
の

こ
の
よ
う
な
営
農
指
導
政
策
が
や
が
て
実
を
結
び
、
江
戸
時
代
の
二
倍
に
近
い
米
の
生
産
量
を
あ
げ
る

こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
明
治
時
代
に
お

い
て
、
本
郡
の
農
業
も
穀
物
中
心
の
農
業
に
移

っ
て
い
っ
た
と
考
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え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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明
治
時
代
の
農
業
形
態
が
母
胎
と
な
り
、
大
正
・
昭
和
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
昭
和
に
入
る
と
、
米
麦
の
生
産
量
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も
一
段
と
増
加
し
て
き
で
い
る
。
し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
(
大
正
三
年
)
か
ら
昭
和
十
五
年
こ
ろ
ま
で
は
、
日
本
の
国
策
の
重
点
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
重
化
学
工
業
の
発
展
に
あ
っ
た
か
ら
、
農
業
政
策
は
常
に
遅
れ
を
と
り
、
そ
の
た
め
、
農
業
所
得
も
低
下
し
た
。
し
た
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産

が
っ
て
、
第
一
次
産
業
の
人
口
も
減
少
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
農
業
所
得
の
増
収
を
目
指
し
て
、
養
蚕
や
換
金
作
物
の
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栽
培
が
一
時
的
に
盛
ん
に
な
る
が
、
昭
和
の
恐
慌
に
は
と
う
て
い
打
ち
勝
つ
す
べ
も
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
朝
鮮
や
台
湾
か
ら
の
米
の
移

入
に
よ
っ
て
、
米
価
の
暴
落
と
い
う
二
重
三
重
の
打
撃
を
農
民
は
受
け
た
の
で
あ
る。

第
二
次
世
界
大
戦
(
昭
和
十
六
年
〉
の
ぼ
っ
発
に
よ
り
、
農
業
も
昭
和
の
恐
慌
か
ら
脱
け
出
し
、
他
産
業
と
の
不
均
衡
成
長
な
い
し
は

所
得
の
格
差
と
い
う
問
題
も
影
を
ひ
そ
め
て
く
る
よ
う
に
な
る
。

農
政
も
戦
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
組
み
替
え
ら
れ
、
食
糧
の
充
足
に

焦
点
が
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
穀
物
、
特
に
米
麦
中
心
の
農
業
に
再
び
推
移
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
桑
畑
が
麦
畑
と

な
り
、
架
の
木
が
切
り
倒
さ
れ
て
陸
稲
が
波
打
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
に
は
、
終
戦
を
迎
え
る
が
、
食
糧
不
足
は
解
決
せ
ず
、

し
た
が
っ
て
、
戦
時
下
の
農
業
政
策
、

日
本
国
民
に
と
っ
て
は
い
ち
ば
ん
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
米
麦
中
心
の
政
策
が
引
き
続
き
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
に
、
農
民
に
と
っ
て
最

も
い
ま
わ
し
か
っ
た
地
主
制
度
が
崩
壊
し
、

ほ
と
ん
ど
の
小
作
人
が
地
主
に
取
っ
て
替
わ
る
こ
と
に
な
る
(
昭
和
二
十
年
十
二
月
九
日
占
領

軍
よ
り
示
さ
れ
た

「農
地
改
革
に
関
す
る
覚
書
」
が

地
主
制
度
を
崩
壊
さ
せ
た
の
で
あ
る
)
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
自
分
の
田
畑
を
耕
作
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
農
民
の
喜
び
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。

昭
和
二
十
五
年
に
南
北
朝
鮮
の
動
乱
が
起
こ
る
が
、
こ
れ
が
一
つ
の
導
火
線
と
な
っ
て
、

日
本
は
再
び
工
業
国
へ
の
道
を
歩
み
始
め
る

こ
と
に
な
る
。
日
本
の
復
興
は
め
ざ
ま
し
く
、
昭
和
二
十
年
代
の
後
半
と
も
な
る
と
、

農
業
技
術
の
進
歩
や
農
薬
の
普
及
、

農
業
の
機
械

化
な
ど
に
よ
っ
て
、
食
糧
は
著
し
く
増
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

食
糧
の
確
保
と
い
う
問
題
も
、
世
界
的
な
食
糧
の
需
給
関
係
の
緩
和
を
背
景
に
、
我
が
国
も
、
昭
和
三
十
年
の
米
の
大
豊
作
を
契
機



に
、
米
の
自
給
率
が
ほ
ぼ

一
O
O
%に
達
し
て
お
り
、
米
以
外
の
農
産
物
は
外
国
か
ら
輸
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
解
決
を
み
る
に
至

っ
た
。

昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
、
日
本
の
工
業
化
は
ま
す
ま
す
進
み
、

日
本
の
経
済
は
高
度
成
長
を
遂
げ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
に
伴
つ

て、

農
業
所
得
は
低
下
し
、
他
産
業
と
の
格
差
が
著
し
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、

よ
り
多
い
所
得
を
求
め
て
他
の
産
業
へ

の
転
職
が

相
次
ぎ
、

農
村
の
過
疎
化
、

農
業
労
働
者
の
老
齢
化
と
い
う
深
刻
な
問
題
が
起
こ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

一
方
農
村
で
は
、
こ
の
深
刻
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

商
品
化
農
業
が
研
究
さ
れ
、
次
々
に
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
明
治
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
穀
物
、
特
に
米
麦
中
心
の
農
業
か
ら
脱
皮
し
て
、
換
金
作
物
の
栽
培
に
力
点
を
置
く
よ
う
に
な

っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
農
業

へ
の
転
換
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
米
の
生
産
調
整
を
目
的
に
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
減
反
政
策
で
あ
ろ
う
。

米
作
り
を
抑
制
す
る
と
い
う
政
策
に
、

農
民
は
少
な
か
ら
ず
打
撃
を
受
け
た
に
違
い
な
い
が
、

一
方
で
は
、
農
林
産
物
の
栽
培
へ
の
刺
激

と
な
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
の
食
糧
危
機
を
脱
し
た
高
冷
地
帯
の
農
業
生
産
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
屈
折
を
経
て
、
流
通
市
場
と
の

直
結
を
目
指
し
て
進
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
の
農
業
生
産
も
、
同
じ
方
向
を
目
指
し
て
進
展
し
続
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う

作目の歴史

が
、
今
後
の
世
界
の
食
糧
、
特
に
我
が
国
の
食
糧
自
給
を
考
え
る
と
き
、
食
糧
生
産
の
拠
点
で
あ
る
農
村
の
根
本
的
な
再
建
が
、
国
民
的

課
題
と
し
て
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
、
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
へ
、
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
復
興
期
へ

、
さ
ら
に
、
経
済
の
高
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度
成
長
期
か
ら
自
由
経
済
体
制
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
百
数
十
年
の
流
れ
は
、

農
業
生
産
に
対
し
て
間
断
な
き
刺
激
を
与
え
、
問
題
を
投
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げ
か
け
て
き
た
。
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作
物
の
変
遷
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付

普
通
作
物

上
浮
穴
郡
の
普
通
作
物

(穀
類

・
豆
類

・そ
菜
類

・
果
樹
類
〉
の
栽
培
の
移
り
変
わ
り
を
見
る
と
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
、
昭

和
十

五
・
六
年
こ
ろ
、
二
十
七
・
八
年
こ
ろ
、
三
十
六
・
七
年
こ
ろ
、

さ
ら
に
、
四
十
六
・
七
年
こ
ろ
に
大
き
な
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
も
ち
ろ
ん
、
小
さ
な
変
動
は
数
多
く
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
作
物
の
栽
培
の
姿
を
歴
史
的
に
と
ら
え
て
み
る
と
、
以
上
五
つ

に
大

別
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
変
動
は
、

日
清

・
日
露
の
両
戦
争
、
さ
ら
に
は
第

一
次
世
界
大
戦
と
の
か
か
わ
り
に
お

い
て
と
ら
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
は
、
日
本
は
な
ん
と
い
っ
て
も
農
業
立
国
で
あ
り
、
特
に
藩
政
時
代
は
農
業
中
心
の
産

業
で
あ
り
、
政
治
で
あ
っ
た
た
め
、
外
国
の
列
強
と
比
べ
て
み
た
と
き
、
工
業
の
劣
勢
、
殊
に
武
器

・
弾
薬
の
弱
さ
は
否
定
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
本
国
あ
げ
て
富
国
強
兵
の
政
策
を
推
進
し
て
い

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
が
工
業
国
へ
の
道
を

足
音
高
く
着
実
に
歩
み
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
が
日
清

・
日
露
の
戦
争
に

つ
な
が
り
、

農
業
政
策
の
不
振
を
招
く
こ
と

に
な
る
。
さ
ら
に
そ
の
傾
向
は
第
一
次
世
界
大
戦
へ
と
結
び

つ
い
て
い
く
。

不
振
に
陥
っ
た
農
業
も
、
昭
和
十
五
・

六
年
こ
ろ
に
な
る
と
、
東
南
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
諸
外
国
か
ら
の
食
糧
の
輸
入
が
、
第
二
次
世
界

大
戦
の
た
め
に
途
絶
え
る
こ
と
に
な
り
、
食
糧
の
増
産
体
制
の
も
と
に
そ
の
政
策
の
転
換
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
国
民
に
と
っ
て
は
飢
餓
に
瀕
し
た
最
悪
の
時
代
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
山

野

を

開

墾

第
二
次
世
界
大
戦
中
及
び
戦
後
は
、

し
、
田
畑
を
作

っ
て
食
糧
を
増
産
す
る
こ
と
に
力
が
注
が
れ
た。



と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
七
・
八
年
こ
ろ
に
な
る
と
食
糧
難
時
代
を
や
っ
と
乗
り
越
え
、
農
業
立
国
か
ら
工
業
立
国
へ
の
兆
し
が
見
え
て

く
る
よ
う
に
な
る
。

外
国
、

特
に
ア
メ

リ
刀
か
ら
の
農
産
物
が
容
易
に
輸
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
、
南
北
朝
鮮
の
動
乱
が
工
業

化

へ
の
道
を
い

っ
そ
う
促
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
よ
り
、

都
会
へ
の
人
口
流
出
や
、
転
職
者
が
現
れ
始
め
、
農
村
の
過
疎

化
現
象
が
起
こ
っ
て
く
る
。

昭
和
三
十
六
・
七
年
こ
ろ
に
な
る
と
、
日
本
の
工
業
は
長
足
の
発
展
を
遂
げ
て
、
経
済
の
高
度
成
長
を
も
た
ら
す
。
こ
の
結
果
が
、
農

村
人
口
の
急
激
な
減
少
を
生
み
出
し
、
農
業
従
事
者
の
老
齢
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
く。

し
た
が
っ
て
、

開
墾
し
て
作
っ

た
田
畑
に
は
す

ぎ
や
ひ
の
き
が
植
え
ら
れ
、
し
だ
い
に
耕
作
面
積
の
減
少
を
も
招
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
大
量
の
農
産
物

の
輸
入
の
、
日
本
の
農
業
に
与
え
た
影
響
も
大
き
く
、
従
来
の
農
業
で
は
生
活
が
で
き
に
く
く
な
り
、
こ

の
こ
ろ
か
ら
真
剣
に
換
金
作
物

の
栽
培
が
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

昭
和
四
十
六
・
七
年
こ
ろ
に
な
る
と
、
農
薬
の
普
及
や
品
種
改
良
な
ど
に
よ
っ
て
、
毎
年
水
稲
の
豊
作
が
続
き
、
古
米
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、

古
々
米
ま
で
倉
庫
の
中
で
山
積
み
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、
政
府
は
つ
い
に
減
反
政
策
を
打
ち
出
し
て
米
の
過
剰
生
産
を
抑
制
す
る

こ
と
に
な
る
。
米
の
生
産
調
整
の
た
め
に
休
耕
し
た
田
や
、
植
林
し
た
固
な
ど
に
は
奨
励
金
を
出
す
仕
組
み
で
あ
っ
た
た
め
に
、
あ
ち
こ

ち
で
休
耕
田
や
植
林
地
化
し
た
回
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。

作目の歴史

ト
マ
ト
・
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
そ
菜
類
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
、
換
金
作

物
の
栽
培
に
よ
っ
て
農
家
の
収
入
を
増
や
し
、
生
活
を
支
え
て
い

こ
う
と
す
る
農
民
の
真
剣
な
姿
、
土
に
生
き
よ
う
と
す
る
真
撃
な
態
度

一方、

米
作
り
を
し
な
い
田
を
利
用
し
て
、

の
現
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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一
言
で
い
え
ば
、
昭
和
二
十
七
・
八
年

こ
ろ
ま
で

以
上
、

歴
史
的
背
景
の
も
と
に
農
業
の
変
遷
を
概
観
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
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は
、
米
麦
の
生
産
を
中
心
と
し
た
農
業
形
態
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
は
、
換
金
作
物
の
栽
培
を
採
り
入
れ
た
多
角
経
営
的
な
農
業
形
態
に
変



業

わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
穀
類

・
豆
類
の
栽
培
面
積
や
収
穫
量
の
推
移
が
、
こ
の
傾
向
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
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る
。
ま
た
、
近
年
と
み
に
、
そ
菜
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
菜
類
の
移
り
変
わ
り
を
見
て
も
、

農
業
形
態
や
農
家
経
営
の
移

産第 6編

1 
り
変
わ
り
の

一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

穀

類

林
業
王
国
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
本
村
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
上
浮
穴
郡
に
お
け
る
林
野
の
面
積
は
非
常
に
広
い
。
し
た
が
っ
て
、
田

畑
の
耕
作
面
積
は
極
め
て
狭
く
、
作
物
の
収
穫
量
も
全
体
的
に
少
な
い
。
上
浮
穴
郡
の
総
面
積
は
、
七
二
四

・一

七
平
方
キ

ロ
も
あ
る

が
、
現
在
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
面
積
は
、
約

一一

O
O
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
割
合
は
六
六
対
一
で
あ
る
。
こ
の
例
を

見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
田
畑
の
面
積
が
非
常
に
狭
い
。

面河村における水稲の耕作面積の推移

(ha) 

90 

80 

100 

53 51 

70 

60 

35 39 31 27 日召23面積

)
 

守

i
f
l

、

干活

上
の
グ
ラ
フ
は
、
水
稲
の
耕
作
面
積
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
グ
ラ
フ
で
わ
か
る
と
お
り
、
水
田
の
面
積
は
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
四

十
三
年
こ
ろ
ま
で
が
最
も
広
く
、
四
十
七
年
が
最
も
狭
い
。
こ
れ
は
、
三
十
年

代
に
入
っ
て
毎
年
豊
作
が
続
き
、
古
米
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
古
々
米
ま
で
出
る

状
態
に
な
っ
た
た
め
、
四
十
五
年
に
政
府
が
米
の
生
産
調
整
の
目
的
で
減
反
政

策
を
と
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
四
十
九
年
に
な
る
と
、
我
が
国
の
食
糧
の
自
給
率
を
引
き
上
げ
る

序
ほ

ん千

方
向
が
打
ち
出
さ
れ
、

減
反
政
策
を
中
止
し
た
た
め
に
、

わ
ず
か
で
は
あ
る
が

水
田
面
積
が
増
加
し
た
。
し
か
し
、
水
田
に
植
樹
し
た
り
、
水
田
を
畑
に
し
た



高

53 

り
し
て
い
る
た
め
、
四
十
年
こ
ろ
の
水
田
面
積
に
返
す
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

上
の
グ
ラ
フ
は
、
水
稲
の
収
穫
高
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

51 47 43 

穫

39 

収1語水

、，J・
1
E

・
，，，、

100 

200 

水
稲
の
収
穫
高
は
、
四
十
三
年
が
最
高
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
候
に
恵
ま
れ
た

こ
と
と
、

農
薬
や
肥
料
が
研
究
さ
れ
普
及
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
全

国
的
に
史
上
空
前
の
大
豊
作
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
年
で
あ
る
。

二
十
九
年
こ
ろ
ま
で
は
、
畝
一
俵
の
米
作
り
が
農
民
の
夢
で
あ
っ
た
。
畝
一

俵
と
い
う
の
は
、
約
一

ア
ー
ル
の
水
田
で
六

0
キ
ロ
の
米
を
生
産
す
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
農
薬
や
肥
料
の
普
及
に
よ

っ
て
、

農
民
の
夢
で
あ
っ
た
畝
一
俵
の
米
作
り
が
実
現
し
、
そ
れ
が
毎
年
続
く
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

年度

次
に
、
参
考
ま
で
に
水
田
の
面
積
と
水
稲
の
収
穫
高
を
町
村
別
に
比
較
し
て

次
ベ

l
ジ
の
グ
ラ
フ
で
わ
か
る
と
お
り
、

自室
-

収
上
浮
穴
郡
の
水
田
の
面
積
の
約
半
分
は
久
万
町
が
占
め
て
い
る
。
特
に
面
河
村
と
柳
谷
村
は

み
よ
う
。

作目の歴史

水
田
面
積
が
狭
く、

し
た
が
っ
て
、

食
糧
の
生
産
は
、

水
稲
の
収
穫
量
に
お
い
て
も
、
上
浮
穴
郡
全
体
の
生
産
量
の
半
分
以
上
を
久
万
町
が
占
め
て
お
り
、
美
川
村
と
小
田
町
の
生
産
量
は
ほ

い
き
お
い
畑
作
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
面
河
村
と
柳
谷
村
の
生
産
量
も
だ

い
た
い
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る。

第 3章

昭
和
二
十
年
以
前
に
も
水
田
の
面
積
に
は
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
生
産
量
は
相
当
少
な
か
っ
た
よ
う
で

あ

る
。
現
在
で
は
一

0
ア
ー
ル
の
水
田
で
六

0
0キ
ロ
の
生
産
は
可
能
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
年
以
前
は
四

0
0キ
ロ
程
度
で
あ
っ
た
と
い

327 
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民宅 500 1000 1500ha 

久万 小田 美川面河相硲

25 52.6% 1 17.6 1 19.0 ~.21323ha 

29 52.7 1 17.3 1 19.1 6.71イ4.21321ha
、、

33 52.8 い731 1631675id61引40伽

7.0 "116.1 i 37 52.9 

41 52.6 ~与~土足以 1450ha
45 52.2 7116f|17土品μ1272ha

49 53.7 ~4. 9l_17. 3 17.21寸6.91099ha 

産第 6編

l球史 1000 2000 3000 4000 5000 600t 

久万 小田 美川函河 ~9俗

25 57.1% 118.5116.1 廿:13362t

29 59.4 118.2115.5Ii tii3030t 

33 56.7 1 16.8い5.71寸ゴリ 4971t
、、、 』、ーー掴

37 56.3 1_17~3 _ U~._fì 6.oI5.aI6004t 

41 54.9 1 16.6 1 15.7 1 当ゴ6.35986t 
〆....- -- ~戸て

45 55.4 116.1い6.7け1ii5274t

49 56.4 114巾 6手序o4770t 

う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
農
薬
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や
肥
料
の
普
及
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
さ
ら
に
、
狭
い
耕
地
面

積
か
ら
、
い
か
に
た
く
さ
ん
の
収

量
を
上
げ
る
か
と
い
う
絶
対
的
な

課
題
が
あ
っ
て
そ
の
研
究
の
成
果

が
品
種
改
良
と
し
て
現
れ
た
こ
と

も
見
逃
せ
な
い
。

と
こ

ろ
で
、
米
の
生
産
は
、
水

温
や
日
照
時
間
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
や
す
い
。
品
種
を
改
良
す
る
こ

と
に
よ
っ

て、

あ
る
程
度
は
そ
れ

が
短
く、

き
た
が
、
決
し
て
完
ぺ
き
な
も
の
に
は
な

っ
て
い
な
い
o

し
た
が
っ
て
、
谷
間
の
多
い
木
村
な
ど
で
は
、
他
の
町
村
に
比
べ
て
日
照
時
間

ら
の
条
件
を
緩
和
す
る

こ
と
は
で

裸

=廿

ター

水
温
も
低
い
か
ら
米
作
に
適
し
て
い
る
と
は

い
い
が
た
い
。

現
在
、

麦
飯
を
常
食
に
し
て
い
る
家
庭
は
極
め
て
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
が
、
米
飯
中
心
の
食
生
活
で
あ
る
。

と
こ

ろ
が
、
昭
和

二
十
九
・
三
十
年
こ
ろ
ま
で
は
麦
飯
が
常
食
で
、
米
飯
を
た
び
た
び
食
べ
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
o

祝
祭
日
や
休
日
に
米
飯
の
味
を
か



み
し
め
、
早
く
米
飯
が
常
食
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
e

(3) 

=土2
3乙

資
料
に
よ
る
と
、
本
村
に
お
け
る
小
麦
の
作
付
面
積
は
、
昭
和
三
十
五
年
が
最
も
広
く
、
そ
の
後
は
年
を
追
う
ご
と
に
減
少
し
て
い

る
。
ま
た
収
穫
量
で
は
昭
和
三
十
四
年
が
最
高
で
、
こ
れ
も
作
付
面
積
と
同
じ
よ
う
に
年
と
と
も
に
減
産
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

作目の歴史第 3章

面河村における年次別水稲の耕作面積及び収穫高
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面

こ
こ
で
、
昭
和
三
十
八
年
の

収
穫
量
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ

ぅ
。
作
付
面
積
は
一
七
ヘ
ク
タ

ー
ル
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

収
穫
量
は
皆
無
で
あ
る
。

こ
れ

は
豪
雪
の
影
響
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
小
麦
ば
か

り
で
な
く
裸
麦
や
大
麦
も
同
じ

よ
う
に
大
き
な
被
害
を
受
け
て

院
内叫年

い
る
。
こ
の
年
は
、
三
月
半
ば

に
な
っ
て
も
雪
が
残

っ
て
い
た



と
い
う
状
態
で
、

麦
期
が
最
も
よ
く
生
長
す
る
三
月
が
寒
か
っ
た
た
め
に
、
生
育
が
極
め
て
悪
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
影
響
を
受
け
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
、
三
十
九
年
か
ら
作
付
面
積
も
急
激
に
減
っ
て
い
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

豪
雪
に
よ
る
被
害
が

作
付
面
積
の
減
少
の
絶
対
的
な
原
因
で
は
な
い
が
、
農
民
に
及
ぼ
し
た
心
理
的
影
響
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

小
麦
を
含
め
て
す
べ

て
の
麦
類
の
減
産
の
最
も
大
き
な
要
因
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
食
糧
の
輸
入
の
増
大
と、

日
本
の
産
業
構
造
の

変
革
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
参
考
ま
で
に
、
町
村
別
に
作
付
面
積
と
収
穫
量
の
比
較
を
「
中
国
四
国
農
政
局
愛
媛
統
計
情
報
事
務
所
久
万
出
張
所
資
料
」
に

基
づ
い
て
見
て
み
よ
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
均
し
て
小
田
町
が
多
く
、
次
い
で
久
万
町
、
美
川
村
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
柳
谷
村
と
面

河
村
は
、
面
積
・
収
量
と
も
に
大
差
は
な
い
が
い
ず
れ
も
少
な
い
。
こ
れ
は
地
理
的
条
件
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
村
に
は
山
村
が

多
く
、
極
め
て
畑
が
少
な
い
こ
と
。
畑
が
あ
っ
て
も
焼
畑
や
段
々
畑
で
麦
作
り
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
。
さ
ら
に
、
労
働
が
厳
し
い
上
に

労
働
力
の
少
な
い
こ
と
が
、
そ
の
主
な
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

小
田
町
は
、
昔
か
ら
「
小
田
う
ど
ん
」
で
有
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
小
麦
の
需
要
量
も
多
か

っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
生
産

に
も
力
を
入
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
小
麦
の
生
産
が
他
町
村
に
比
べ
て
多
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

作目の歴史

現
在
の
日
本
人
の
食
生
活
を
見
る
と
き
、
う
ど
ん
・
そ
う
め
ん
・
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
め
ん
類
・
パ
ン
類
・
菓
子
類
と
、
小
麦
の
摂
取
量

ふ
ん
だ
ん
に
小
麦
を
使
っ
て
い
る
。
小
麦

の
極
め
て
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
の
食
生
活
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、

の
需
要
率
が
年
ご
と
に
高
ま
り
な
が
ら
、
そ
の
生
産
は
反
比
例
し
て
低
下
し
て
い
る
。

昭
和
四
十
年
前
後
ま
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
最
低
自
家
消
費
分
だ
け
は
栽
培
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た

第 3章

ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、

小
麦
粉
を
購
入
し
て
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
中
学
校
の
給
食
用
パ
ン
の
原
料
に
し
て
も
、

331 

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。



業

狭
い
畑
に
高
い
肥
料
代
を
つ
ぎ
込
ん
で
、

332 

し
か
も
、
苦
し
い
労
働
に
耐
え
て
小
麦
を
栽
培
す
る
よ
り
、

輸
入
さ
れ
た
小
麦
を
購
入
す
る

ほ
う
が
は
る
か
に
経
済
的
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
小
麦
の
生
産
へ
の
意
欲
も
わ
い
て
こ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ど
の
町
村
も
過
疎
化
の
洗

産

礼
を
受
け
て
、
農
業
人
口
が
急
激
に
減
少
し
て
き
て
お
り
、
小
麦
の
栽
培
に
ま
で
手
が
回
ら
な
い
の
が
実
状
で
も
あ
る
。

第 6編

ま
た
、
昭
和
二
十
五
年
こ
ろ
ま
で
は
、

し
よ
う
油
を
作
っ
て
い
た
農
家
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
た
が
、
流
通
機
構
の
整
備
拡
充
に
伴

い
、
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
を
容
易
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

し
よ
う
油
作
り
は
完
全
に
姿
を
消
し
て
い
っ

た
。
さ
ら
に
は
、
夏
に
な
る
と
「
み
そ
こ
う
じ
」
を
作
り
、
自
家
消
費
の
た
め
の
一
年
分
の
み
そ
を
作
り
込
ん
で
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
市
販
の
も
の
に
頼
る
農
家
が
増
え
て
き
た
。
現
在
で
は
、
久
万
農
協
が
中
心
と
な
っ
て
あ
っ
せ
ん
し
た
み
そ
こ

う
じ
を
買
い
入
れ
て
作
り
込
む
と
い
っ
た
農
家
が
、
町
や
村
の
至
る
所
で
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
ど
の
農
家
も
、
小

麦
や
裸
麦
を
必
要
に
応
じ
て
購
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
条
件
が
、
麦
類
の
減
産
に
拍
車
を
か
け
た
こ
と
も
見
逃

せ
な
い
事
実
で
あ
る
。

4
 

と
う
も
ろ
こ
し

と
う
も
ろ
こ
し
の
作
付
面
積
及
び
収
穫
量
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
五
年
以
前
の
資
料
が
乏
し
い
た
め
、
正
確
な
判
断
の
も
と
に
結
論

を
導
く
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
久
万
町
・
美
川
村
・
小
田
町
な
ど
の
資
料
に
よ
る
と
、
面
積
で
は
二
十
九
年
が
最
も

広
く
、
収
穫
量
で
は
三
十
一
年
が
最
高
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
後
は
、
作
付
面
積
、
収
穫
量
と
も
徐
々
に
減
少
し
て
き
て
お
り
、
秋
と

も
な
る
と
各
農
家
で
見
ら
れ
た
と
う
も
ろ
こ
し
の
金
び
ょ
う
ぶ
の
風
物
詩
も
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し

た
が
っ
て
、

と
う
も
ろ
こ
し
の
栽
培
で
は
、
昭
和
三
十
年
前
後
が
一
つ
の
大
き
な
転
換
期
に
な

っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

三
十
年
前
後
と
い
え
ば
、
食
糧
難
時
代
を
乗
り
切
り
、
食
糧
も
豊
富
に
な
っ
て
、
あ
る
程
度
自
由
に
手
に
入
り
始
め
た
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た、

日
本
が
本
格
的
に
工
業
化
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
う
考
え
て
く
る
と
、

と
う
も
ろ
こ
し
の
栽
培
は
、
食
糧
事



情
や
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
き
た
と
い

っ
て
も
間
違
い
な
き
そ
う
で
あ
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
食
糧
事
情
が
好
転
の
兆

し
を
見
せ
始
め
る
と
、

と
う
も
ろ
こ
し
は
減
少
の
道
を
た
ど
り
始
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

米
麦
の
絶
対
量
が
不
足
し
て
い
た
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
及
び
そ
の
前
後
は
、
「
と
う
き
び
飯
」
を
食
べ

て
い
た
。
む
し
ろ
、
水
田
の

少
な
い
農
家
や
、
米
麦
の
配
給
を
受
け
て
い
た
家
庭
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
中
に
米
を
混
ぜ
て
食
べ

て
い
た
と
い
っ
た
ほ
う
が
当
を
得
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時
は
食
糧
を
輸
入
す
る
こ
と
は
全
く
で
き
ず
、
自
給
自
足
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け

に
、
食
糧
の
絶
対
量
が
過
度
に
不
足
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
主
食
の
不
足
を
補
う
た
め
に
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
栽
培
が

必
要
不
可
欠
の
条
件
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

か
き
も
ち
・
は

っ
た
い
粉
な
ど
を
つ
く
り
、

お
や
つ
代
わ
り
に
子
供
に
与
え
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
と
う
も
ろ
こ
し
の
利
用
価
値
が
高
か
っ
た
と
い
え
る
わ
け
で
あ
り
、
栽
培
の
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ま
た
、
菓
子
な
ど
の
な
い
時
代
に
は
、

る。
と
こ
ろ
が
、

食
糧
が
潤
沢
に
な
り
、
菓
子
類
が
豊
富
に
な

っ
て
く
る
と
、

と
う
も
ろ
こ
し
の
利
用
価
値
は
半
減
し
て
く
る
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
に
、
と
う
も
ろ
こ
し
が
減
少
し
て
い
っ
た
第
一
の
原
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

作目の歴史

さ
ら
に
、
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
家
畜
、
特
に
牛
馬
の
減
少
で
あ
る
0

と
う
も
ろ
こ
し
は
昔
か
ら
家
畜
の
飼
料
と
し
て
、

た
い
へ
ん
重
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
家
畜
が
、
昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
漸
次
減
少
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
と
う
も
ろ
こ
し

の
需
要
も
低
下
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

第 3章

ま
た
、
荷
物
の
運
搬
用
と
し
て
、
農
家
に
と
っ
て
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
家
畜
で
あ
っ
た
。
し
た

牛
や
馬
は
、

農
耕
用
と
し
て
、

333 

が
っ
て
、
家
畜
の
飼
料
と
し
て
と
う
も
ろ
こ
し
の
栽
培
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、

農
業
機
械
の
著
し
い
発
展
と
、
自
動
車
の
め
ざ
ま
し
い
普
及
は
、
牛
馬

を
必
要
と
し
な
く
な
り
、
し
だ
い
に
そ
の
存
在
価
値
を
認
め
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

成熟とうもろこし作付面積

(ha) 

100 

50 49 48 47 45 43 41 39 

成熟とうもろこし収穫量

50 

334 

49 48 47 45 43 41 39 37 日召35

昨
ほ年

年度

(t) 

200 

農
家
は
次

々
に
牛
馬
を
手
放
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
牛
馬
の
減
少
が
、

定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。

と
う
も
ろ
こ
し
の
栽
培
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
減
産
の
道
を
早
め
さ
せ
た
こ
と
も
否

次
に
、
未
成
熟
と
う
も
ろ
こ
し
、

も
ろ
こ
し
に
は
、
こ

の
推
論
は
あ
て
は
ま
り
に
く
い
。

つ
ま
り
、

柔
ら
か
い
う
ち
に
焼
い
て
食
べ
る
と
う
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未
成
熱
と
う
も
ろ
こ
し
は
、
そ
の
減
少
傾
向
に
し
て
も
、
作
付
面
積
、
収
穫
量
と
も

に
極
め
て
緩
や
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
芳
香
や
甘
さ
の
あ
る
味
覚
は

格
別
で
あ
り
、
昔
か
ら
人
々
に
賞
味
さ
れ
続
け
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の

れ
る
。

証
左
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
急
激
な
減
少
傾
向
を
示
さ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら

昭
和
四
十
七
・
八
年
こ
ろ
ま
で
は
減
反

・
減
産
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
が
、

は
、
農
村
人
口
の
過
疎
化
に
伴
っ
た
現
象
、
つ
ま
り
、
未
成
熟
の
と
う
も
ろ
こ
し
を

未成熟とうもろこし作付面積

50 49 48 47 45 43 41 39 37 目白35面積

れ

食
べ
る
人
口
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ

の
こ
ろ
ま
で
は
、
未
成
熟
の
と
う

も
ろ
こ
し
を
商
品
化
す
る
た
め
に
栽
培
す
る

と
い
う
農
家
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
自
家

消
費
用
と
し
て
栽
培
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
四
十
八
年
こ
ろ
よ
り
、
未
成

熱
の
と
う
も
ろ
こ
し
を
商
品
化
し
よ
う
と
い

う
兆
し
が
見
え
始
め
、
四
十
九
年
に
は
そ
れ

年度

が
実
行
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
。
四
十
九
年
に

335 

作
付
面
積
及
び
収
穫
量
が
増
え
た
の
は
、
そ
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た
と
判
断
し
て
も
ま
ず
間
違
い
は
な
い
。
ま
た
、

の
現
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

336 

観
光
ブ

l
ム
に
乗
っ
て
、
来
郡
す
る
観
光
客
に
売
っ
た
り
、
松
山
方
面
へ
出
荷
し

た
り
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

観
光
ブ

l
ム
の
波
に
乗
っ
て
、
未
成
熟
の
と
う
も
ろ
こ
し
の
商
品
化
を
図
っ
た

り
、
加
工
食
料
品
と
し
て
そ
の
販
路
を
開
拓
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

'
Y」

λ
ノ
J
b

ろ
こ
し
の
需
要
を
高
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
今
後
の
栽
培
に
期

待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
栽
培
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
い
と
い
う
欠
陥

が
あ
る
。
特
に
台
風
に
は
弱
い
。

年度

昭
和
三
十
五
年
か
ら
四
十
九
年
ま
で
の
十
五
年
間
で
、
作
付
面
積
と
収
穫
量
を
比

較
検
討
し
て
み
て
、
著
し
く
収
穫
量
が
減
少
し
て
い
る
年
に
は
、
必
ず
台
風
が
あ
っ

台
風
の
時
期
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
栽
培
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
が
、
品
種
改
良
に
よ
っ
て
収
穫
時
期
を
調
節
す
る
と
か
、
風
や

干
ば
つ
に
よ
る
被
害
も
無
視
で
き
な
い。

2 

旦

類

干
ば
つ
に
強
い
も
の
を
作
り
出
し
て
い
く
と
か
い
っ
た
研
究
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

だ
い
ず
ゃ
あ
ず
き
は
相
当
量
生
産
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
豆
類
は
、
自
家
消
費
用
に
各
農
家

で
わ
ず
か
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
畑
の
隅
を
利
用
し
て
作
っ
た
り
、
間
作
と
し
て
栽
培
し
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
現
在
で
も
そ
の
程
度
の
栽
培
は
な
さ
れ
て
い
る
。
地
理
的
、
気
候
的
諸
条
件
の
制
約
を
受
け
て
、
大
々
的
に
商
品
化
し
て
い

本
村
の
み
な
ら
ず
上
浮
穴
郡
で
は
、



く
こ
と
は
難
し
く
、
生
産
量
の
伸
び
は
余
り
期
待
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
だ
い
ず
と
あ
ず
き
に
つ
い
て
触
れ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

だ
い
ず

だ
い
ず
の
作
付
面
積
と
収
穫
高
の
資
料
は
、
他
町
村
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
五
年
か
ら
あ
る
が
、
本
村
は
三
十
四
年
か
ら
し
か
な
い
の

で
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
資
料
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
九
年
が
久
万
町

・
小
田
町
・

美
川
村
で
は
、
作
付
面
積
も
収
穫
量

も
と
も
に
、

最
高
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

全
都
的
に
二
十
九
年
が
作
付
面
積

・
収
穫
量
と
も
に
最
高
で
あ
っ

た
と
い
え
そ
う
で

あ
る
。だ

い
ず
は
、

み
そ
・
し
よ
う
油
・
豆
腐
な
ど
の
原
料
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

そ
の
需
要
に

こ
た
え
る

た
め
に
、
水
田
の
畦
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
山
畑
に
も
、
さ
ら
に
は
、
農
作
物
の
聞
に
も
植
え
つ
け
て
栽
培
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
特

に
、
本
郡
の
だ
い
ず
の
生
産
量
の
五

O
%
は
、
水
田
の
畦
で
栽
培
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

だ
い
ず
の
生
産
量
を
高
め
る
た
め
に
、
研
究
が
重
ね
ら
れ
、
次
々
に
新
し
い
品
種
が
誕
生
し
た
。
大
正
十
三
年
に
は
「
伊
予
大
豆
」
が

作目の歴史

一
般
に
普
及
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
十
三
年
に
は

「円
波
里
」

と
い
う
品
種
が
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

十

四
・
五
年
こ
ろ
に
な
る
と
、

「
玉
錦
」
が
奨
励
品
種
の
指
定
を
受
け
た
。
昭
和
三
十
三
年
に
は
、
愛
媛
県
農
業
試
験
場
久
万
分
場
で
、
在

来
種
よ
り
選
抜
し
た
品
種
「
久
万
大
豆
」
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
奨
励
品
種
と
し
て
の
栄
誉
を
受
け
、
郡
内
に
広
く
い
き
渡
っ

奨
励
品
種
と
な
り
、

た
。
四
十
一

年
に
な
る
と
「
ア
キ

ヨ
シ
」
と
い
う
だ
い
ず
が
奨
励
品
種
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
よ
り
質
の
よ
い
、
よ
り
多
く
収
穫
の

で
き
る
だ
い
ず
の
栽
培
を
目
指
し
て
、
研
究
機
関
と
農
家
が
一
体
と
な
っ
て
努
力
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
成
果
が
実
っ
て
、
昭

第 3章

和
二
十
六
・
七
年
こ
ろ
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
者
が
だ
い
ず
を
買
い
に
く
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
生
産
さ
れ
て
い
た
。
上
浮
穴
郡
の
だ
い
ず

.337 

は
味
が
よ
く
、
業
者
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、

一
般
の
消
費
者
に
も
た
小
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
た
。
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と
こ
ろ
が
、
二
十
八
・
九
年
こ
ろ
か
ら
、

338 

ア
メ
リ
カ
か
ら
大
量
の
だ
い
ず
を
輸
入
し
始
め
た
た
め
、
そ
の
打
撃
を
受
け
て
し
だ
い
に
滅

産
の
傾
向
を
一
示
し
始
め
た
。
現
在
で
は
、
自
家
用
に
わ
ず
か
に
栽
培
し
て
い
る
程
度
で
、
商
品
と
し
て
出
荷
し
た
り
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

産

ど
な
い
。

第 6編

ま
た
各
農
家
で
は
、

し
よ
う
油
や
み
そ
を
つ
く
り
、
調
味
料
の
自
給
自
足
の
体
制
を
と
っ
て
い
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、

し
だ
い
に
し
ょ

う
油
や
み
そ
を
つ
く
る
家
庭
も
減
り
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
が
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
も
、

だ
い
ず
の
減
産
の
一
因
を
な
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

盆
や
正
月
、
地
方
祭
な
ど
が
や
っ
て
く
る
と
、
農
家
で
は
よ
く
豆
腐
守
つ
く
り
の
光
景
を
見
か
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
農
民

の
素
朴
な
姿
に
接
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

さ
ら
に
、
だ
い
ず
の
減
産
の
原
因
を
、
牛
馬
の
減
少
に
求
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
特
に
、
肉
牛
と
し
て
飼
育
す
る
場
合
、

だ
い
ず
を

す
り
ば
ち
で
す
っ
て
、
そ
れ
を
牛
に
飲
ま
せ
、
肥
育
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
牛
馬
の
飼
料
と
し
て
だ
い
ず
を
利
用
し
て
い
た

家
庭
も
多
か

っ
た
の
で
あ
る
。
牛
馬
の
著
し
い
減
少
は
、
だ
い
ず
の
需
要
度
を
低
下
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
。

昭
和
四
十
七
・
八
・
九
年
の
三
か
年
の
統
計
か
ら
推
定
す
る
と
、
今
後
は
、
作
付
面
積
・
収
穫
量
と
も
に
大
幅
な
減
少
は
な
く
、
現
状

で
推
移
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
ず
き

「
赤
い
〆
イ
ヤ
」
と
い
う
言
葉
が
、
昭
和
二
十
年
前
後
か
ら
三
十
年
こ

ろ
ま
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
あ
ず
き
を
指
し
た
言

葉
で
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
が
示
す
と
お
り
、

あ
ず
き
は
た
い
へ
ん
高
価
な
、

し
か
も
、
全
国
的
に
み
て
生
産
高
の
少
な
い
農
産
物
で
あ
っ

た。
し
た
が
っ
て
、
上
浮
穴
郡
で
生
産
さ
れ
た
あ
ず
き
は
、
高
価
で
売
買
さ
れ
、
木
郡
の
農
家
に
と
っ
て
は
、

た
い
せ
つ
な
収
入
源
の
一
つ
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だ
原
因
が
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る。

で
あ
っ
た
。
あ
ず
き
の
供
給
が
、

需
要
に
追
い
つ
か
な
い
と
こ
ろ
に
、
高
価
を
呼
ん

そ
こ
で
、

郡
内
の
各
農
家
で
は
、
あ
ず
き
の
生
産
量
を
高
め
る
た
め
に
、
焼
き
畑

に
ま
い
た
り
、
山
畑
を
利
用
し
て
栽
培
し
た
り
も
し
た
。

だし、ずの作付面積
(ha) 

40 

30 

20 

10 

昭34 36 38 40 42 44 46 47 48 49 50 51 52 53 面積

年度

だし、ずの収穫高
(t) 

20 

40 

30 

52 53 昭34 36 38 40 42 44 46 47 48 49 50 51 

10 

年度
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収量
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年度

豆
類
は
、
根
り
ゅ
う
菌
に
よ

っ
て
地
中
の
窒
素
を
と
っ
て
生
長
し
て
い
く
。
し
た

が
っ
て
、
窒
素
な
ど
の
肥
料
を
施
さ
な
く
て
も
、
他
の
農
産
物
よ
り
よ
く
育
つ
。
こ

の
性
質
を
利
用
し
て
、

あ
ず
き
の
生
産
を
高
め
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
他

の
農
産
物
の
間
に
あ
ず
き
を
ま
い
て
作
っ
た
り
、

植
林
し
た
場
合
、
す
ぎ
や
ひ
の
き



の
問
を
利
用
し
て
栽
培
し
た
り
し
て
、
収
穫
量
を
増
す
た
め
に
力
を
注
い
だ
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
七
・
八
年
こ
ろ
を
境
に
し
て
、
あ
ず
き
の
生
産
も
衰
退
の
道
を
た
ど
り
始
め
た
の
で
あ
る
。

そ
の
主
な
理
由
と

し
て
、
二
十
五
年
か
ら
二
十
八
年
に
か
け
て
の
朝
鮮
動
乱
に
よ

っ
て
、

日
本
の
産
業

・
経
済
が
著
し
く
復
興
し
た
た
め
に
、
第

一
次
産
業

の
人
口
が
し
だ
い

に
減
少
し
て
い

っ
た
こ
と
、
つ

ま
り
、
農
山
村
に
お
け
る
過
疎
化
現
象
に
よ
っ
て
労
働
力
が
低
下
し
た
こ
と
、
さ
ら

に
、
三
十
二
・
三
年
こ
ろ
か
ら
見
ら
れ
る
経
済
の
高
度
成
長
が
、
過
疎
化
を
い

っ
そ
う
促
し
た
こ
と
、
ま
た
、
貿
易
の
拡
大
に
よ

っ
て
農

作自の歴史

トマト栽培の推移

53 

第3章

産
物
の
輸
入
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
三
十
年
こ
ろ
に
は
、
日
本
の
経
済
も

一
時
的
に
不
況
に
見
舞
わ
れ
る
が
、
特
に
そ
の
影
響
を
受
け
た
の
は
農
山
村
で
あ
っ
た
。

こ
の
不
況

は
、
他
の
産
業
従
事
者
と
の
所
得
の
格
差
を
さ
ら
に
拡
げ
て

い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

第

一
次
産
業
よ

り
所
得
の
多
い
他
産
業
へ

の
転
職

・
就
労
が
相
次
い
だ
わ
け
で
あ
る
。

昭
和
四
十
七
年
が
、
作
付
面
積
で
は
最
低
を
記
録
し
て
お
り
、
収
穫
量
も
少
な
い
。
換
金
作
物
と
し

て
他
の
作
物
に
比
べ
て
遜
色
が
な
い
だ
け
に
、
今
後
の
生
産
の
伸
び
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

3 

そ
菜
類

、1
，J

唱
E
ム

，，E
E

、

ト
マ
ト

ト
マ
ト

は
、
古
く
か
ら
自
家
用
に
栽
培
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
特
定
の
人
が
、
商
品
化
を
目
指

し
て
栽
培
し
た
事
実
は
あ
る
が
、
今
日
の
よ
う
に
大
規
模
に
生
産
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

昭
和
四
十
三
年
か
ら
四
十
五
年
ま
で
、
農
協
が
中
心
と
な
っ
て
試
験
栽
培
を
行
い
、
良
好
な
結
果
を

得
た
こ
と
に
よ
り
、
販
売
網
の
確
立
と、

一
般
農
家
へ
の
指
導
奨
励
に
力
を
入
れ
、
四
十
六
年
か
ら
大

341 

規
模
な
生
産
計
画
に
基
づ
い
て
、
そ
の
栽
培
が
始
め
ら
れ
た
。
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前
の
グ
ラ
フ
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、

342 

ト
マ
ト

の
栽
培
は
、
年
を
追
っ
て
増
加
し
て
い
る
。
特
に
、
普
及
所
な
ど
の
指
導
機
関
の
助
言

指
導
に
よ
っ
て
品
質
も
極
め
て
よ
く
、

ま
た
収
穫
量
も
増
し
て
き
で
お
り
、
現
在
で
は
、
大
阪
の
市
場
な
ど
で
「
久
万
の
ト
マ
ト
」
と
い

産

う
名
前
で
通
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

第 6編

収
益
面
で
は
、
物
価
上
昇
の
影
響
も
あ
る
が
、
本
郡
の
統
計
は
、
昭
和
四
十
八
年
は

一
億
二
0
0
0万
円
、
四
十
九
年
が
約
二
億

二
ハ

0
0万
円
、

五
十
年
は
約
一

億
八
六

O
O万
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
二
戸
当
た
り
の
平
均
で
み
る
と
、
四
十
九
年
は
約
九
九
万
円
、

五
十
年
は
約
七
六
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
地
区
に
よ
っ
て
は
、

平
均
二
戸
当
た
り
の
収
益
が
一

O
O万
円
を
超
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
収
益
の
多
い
換
金
作
物
の
栽
培
は
、
い
ま
だ
か

つ
て
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

4 

い
も
類

い
£U

米
麦
の
生
産
の
少
な
か
っ
た
上
浮
穴
郡
で
は
、
芋
類
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
作
物
で
あ
っ
た
。
特
に
、
藩
制
時
代
に
は
、
年
貢
の

課
税
率
が
高
か
っ
た
た
め
、
時
と
し
て
い
も
類
は
主
食
の
座
に
さ
え
つ
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
以
後
に
お
い
て
も
、
年
貢
を
納

入
し
た
あ
と
の
食
生
活
を
支
え
る
た
め
に
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
昭
和
十
六
年
に
始
ま
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
終
戦
後

の
二
十
五
年
こ
ろ
ま
で
の
約
一

0
年
間
は
、
諸
外
国
か
ら
の
食
糧
の
輸
入
が
全
く
途
絶
え
、
文
字
ど
お
り
の
食
糧
難
時
代
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
期
に
お

い
て
も
、
米
麦
に
次
い
で
た

い
せ
つ
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

単
な
る
副
食
と
し
て
の

食
料
だ
け
で
な
く
、
主
食
に
次
ぐ
食
糧
で
あ

っ
た
と
い
っ
て
も
決
し
て
間
違
い
で
は
な
い。

そ
れ
だ
け
に
、

い
も
類
の
生
産
に
も
力
が
注
が
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
山
を
切
り
開
き
、
荒
地
を
耕
し
て
土
地
の
狭
さ
、
広
さ
に
か
か
わ

り
な
く
植
え
付
け
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
い
も
類
の
中
に
は
、
副
食
と
し
て

の
み
栽
培
さ
れ
て
き
た
も
の
も
あ
る
が
、
寒
暑
に
気
を
つ
け
て
お
れ
ば
、

一
年
間
は
保



年次別じゃがいもの作付面積と収穫高

(中国 ・四国農政局愛媛統計情報事務所久万出張所資料〉

I 26 I 27 I 28 I 29 I 30 I 31 

3;;l3:;l2;:[2;;lJ12:l2;: 

作目の歴史第 3章

25 

2211lJZl 
40 

25 

313 

37 
n
u
n
y
 

q
δ
Q
d
 

つd

36 
Q
d
-
b
 

q
ぺ
υ

ハ叫
J
V

つd

35 34 33 

ハU
c

o

d
生

ハ

Uq
u
 

32 =:::::::::::::ご 手度|
面積 ・ 収量:~I
面 積 Cha)I 
収 穫量(t)I 

49 

6 

84 

円

i
n
u

n
u
 

守
よ

48 47 l

l

 

ハU
Q

U

可

i

q

U
1
ム

46 

4&

ハり

唱

i

円
べ
U

司

1
4

45 

2

6

 

円

ノ

臼

円

ノ

“つリ

43 l

l
 

F
D
Fb
 

2

1

 
つd

42 

円

i

円

δ

q
L

ヴ
4つd

41 EZ忌ヱ当

53 

6 

89 p
o
o
 

n同
d

52 

6

2

 

0
0
 

51 

F
h
u
t
-口。

50 
一一---- 年度|面積 ・収量-------1
面 積(加)I 

収 穫 量(t) I 

存
が
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ど
の
農
家
で
も
保

存
食
と
し
て
も
重
視
し
て
き
た
。

じ
ゃ
、
が
い
も

じ
ゃ
が
い
も
の
生
産
地
と
い
え
ば
、
な
ん
と
い
っ

て
も
北
海
道
を
思
い
浮
か
べ
る
。

し
か
し
、
県
内
で

は
、
上
浮
穴
郡
が
じ
ゃ
が
い
も
の
生
産
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。

じ
ゃ
が
い
も
は
、

寒
冷
地
で
で
き
る
作
物
で
あ

り
、
北
海
道
の
気
候
が
じ
ゃ
が

い
も
の
栽
培
に
適
し

て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
郡
は
、
夏
分
で
も
比
較
的
気
温
が
低
く
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
寒
冷
地
に
属
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
本
郡
の
気
候
が
じ
ゃ
が

い
も
の
栽
培
に
適
し
て

い

る
た
め
、
品
質
の
よ
い
じ
ゃ
が
い
も
が
生
産
さ
れ
る

わ
け
で
あ
る
。

じ
ゃ
が
い
も
は
、
本
部
で
は
古
く
か
ら
主
食
を
支

え
る
た
い
せ
つ
な
食
料
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
き
た
。

特
に
、
昭
和
二
十
年
後
、
つ
ま
り
、
第
二
次
世
界
大

343 
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じゃがいもの作付面積

じゃがいもの生産高
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t
 

(
 

戦
後
は
、
戦
時
中
以
上
の
食
糧
難
時
代

で
、
日
本
国
民
は
そ
の
日
の
食
糧
に
事

344 
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(ha) 

40 

を
欠
き
、
生
き
抜
く
こ
と
に
精
い
っ
ぱ

い
で
あ
っ
た
。
そ
の
窮
状
を
救
う
た
め

に
、
占
領
軍
の
監
督
の
も
と
に
、
強
制

割
り
当
て
に
よ
る
じ
ゃ
が
い
も
の
供
出

が
な
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
供
出
の
対

象
と
な
っ
た
農
産
物
は
、
米
・
麦
・
じ

ゃ
が
い
も

・
さ
つ
ま
い
も
で
あ
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
郡
内
の
各

序
円凶

作ヰ
ー

町
村
と
も
、
米
麦
の
生
産
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
じ
ゃ
が
い
も
の
栽
培
に
も
力

を
注
い
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
山

野
を
開
墾
し
て
じ
ゃ
が
い
も
を
植
え
付

け
た
り
、
そ
菜
類
の
栽
培
面
積
を
減
ら
し
て
作
付
け
し
た
り
す
る
光
景
が
、
農
村
の

い
た
る
と
こ
ろ
で
見
受
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
三
年
以
前
の
資
料
が
な
い
た
め
、
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
戦
時
中
、
終
戦
後
の
状
況
か
ら
推
察
し
て
、
昭
和
二
十

年
前
後
に
栽
培
面
積
が
急
激
に
増
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
二
十
三
年
を
境
に
し
て
二
十
七
年
ま
で
徐
々
に
で
は
あ
る
が
減

少
し
て
き
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
十
八
年
よ
り
増
加
傾
向
を
示
し
始
め
、
四
十
二
・
三
年
こ
ろ
ま
で
一
進
一
退
の
状
態
が
続
く
。
そ
れ



以
後
は
急
激
に
滅
少
し
て
き
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
生
産
高
の
面
で
は
、
三
十
八
年
が
急
激
に
減
産
に
な
っ
て
い
る
。
作
付
面
積
は
逆
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

れ

は
、
近
年
に
な
い
と
い
わ
れ
た
豪
雪
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
じ
ゃ
が
い
も
の
植
え
付
け
が
相
当
遅
れ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。

本
郡
で
は
、
明
治
以
前
に
は
「
地
い
も
」
と
い
わ
れ
る
在
来
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
、
北
海
道
よ
り
「
男

霞」

と
呼
ば
れ
る
品
種
が
導
入
さ
れ
、

一
段
と
収
穫
量
が
増
加
し
た
。

「
紅
丸
」
と
い
う
品
種
が
姿
を
現
し
て
、

一
時
的
に
普
及
し
た
。
昭
和
十
五
年
に
、

愛
媛
県
農
業

昭
和
十
五
・
六
年
こ
ろ
に
な
る
と
、

試
験
場
久
万
分
場
で
は
、

「農
林
一
号
」
の
試
験
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
極
め
て
良
好
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
品
種

が
奨
励
さ
れ
、
昭
和
十
八
・
九
年
こ
ろ
か
ら
全
郡
的
に
普
及
し
、

じ
ゃ
が
い
も
の
主
流
を
な
し
た
。

(2) 

さ
つ
ま
い
も

さ
つ
ま
い
も
も
、
じ
ゃ
が
い
も
と
同
様
に
、
米
麦
の
主
食
を
補
う
た
い
せ
つ
な
食
料
と
し
て
、
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
き
た
。
地
域
に

よ
っ
て
は
「
り
ゅ
う
き
ゅ
う
い
も
」
と
い
っ
た
り
、

「
か
ら
い
も
」
と
呼
ん
だ
り
し
て
い
る
が
、
本
郡
の
農
民
に
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き

た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
⑦
さ

つ
ま
い
も
を
ゆ
が
い
て
干
し
て
作
っ
た
「
ひ
が
し
や
ま
」
が
、
子
供
は
も
ち
ろ
ん
の

こ

作目の歴史

と
、
大
人
に
と
っ
て
も
か
つ
こ
う
の
お
や

つ
で
あ
っ
た
こ
と
、
④
菓
子
類
の
少
な
い
時
代
に
は
、
各
農
家
で
は
さ
つ
ま
い
も
を
原
料
と
し

て
い
わ
ゆ
る

「
い
も
あ
め
」
を
作
っ
て

い
た
こ
と
、

@
さ

つ
ま
い
も
を
生
の
ま
ま
切
っ
て
干
し
、
そ
れ
を
粉
に
し
て
、
休
祭

日
な
ど
に

「
か
ん
こ
ろ
も
ち
」
を
作
っ
て
い
た
こ
と
、

@
さ
つ
ま
い
も
を
原
料
と
し
て
焼
酒
を
作

っ
て
い

た
こ
と
、

②
秋
の
稲
の
収
穫
時
と
も
な
る

第 3章

「い
も
飯
」
な
ど
に
は
不
可
欠
の
材
料
で
あ
っ
た
こ
と
な

と
、
さ
つ
ま
い
も
を
ふ
か
し
て
お
や

つ
に
し
て
い
た
こ
と
、
@
「
い
も
が
ゆ
」

345 

ど
で
あ
る
。
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」
の
よ
う
に
、
さ
つ
ま
い
も
の
用
途
は
極
め
て
多
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く
、
食
糧
不
足
を
補
う
ば
か
り
で
な
く
、
噌
好
的
な

食
料
と
し
て
も
愛
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

年
貢
米
を
た
く
さ
ん
納
め
て

い
た
江
戸
時
代
や
、

小
作
の
た
め
に
地
主
に
年
貢
米
を
納
入
し
て
い
た
明

治

・
大
正
・
昭
和
二
十
年
ま
で
の
時
代
に
は
、

農
民

に
と
っ
て
は
、
さ
つ
ま
い
も
も
な
く
て
は
な
ら
な
い

食
料
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

特
に
、
昭
和
十
六
年
に
起
こ
っ
た
第
二
次
世
界
大

戦
は
、
極
度
の
食
糧
不
足
を
き
た
し
、
二
十
年
の
終

戦
後
も
数
年
間
は
深
刻
な
食
糧
難
時
代
が
続
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
米
麦
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、
さ
"':) 

ま
い
も
の
生
産
に
力
を
入
れ
た
。
こ
の
食
糧
危
機
を

乗
り
切
る
た
め
に
、

終
戦
後
、
占
領
軍
の
命
令
に
よ

っ
て
さ
つ
ま
い
も
を
強
制
的
に
供
出
さ
れ
た
こ
と
も

あ
る
。

」
の
よ
う
な
状
況
か
ら
判
断
し
て

さ
つ
ま
い
も

の
作
付
面
積
も
、
ま
た
、
生
産
高
も
、
昭
和
二
十
年



前
後
が
ピ

l
ク
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
二
十
三
年
以
降
の
資
料
に
よ
る
と
、
作
付
面
積
も
、

ま
た
、
生
産
高
も
二
十
四
年
が
ピ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
後
は
若

干
の
増
減
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
全
体
的
に
は
減
反
、
減
産
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
食
糧
事
情
の
好
転
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
主
食
を
補
う
必
要
が
な
く
な

っ
た
こ
と
、

菓
子
類
の
副
食
物
を

作目の歴史

さつまいもの作付面積
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100 

生産高

自
由
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
過
去
に
も
っ
て
い
た
噌
好
品
的
な
性
格
が

薄
れ
た
こ
と
、

さ
ら
に
は
、
過
疎
化
に
よ
っ
て
、
人
口

の
絶
対
数
が
減
少
し
た
こ
と
、
く
り
・
た
ば
こ
な
ど
の

換
金
作
物
の
栽
培
に
力
を
注
ぎ
だ
し
た
こ
と
、
養
蚕
の

た
め
桑
固
化
し
た
こ
と
な
ど
の
諸
条
件
が
、
減
反
・
減

産
を
招
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
つ
ま
い
も
は
、
粘
土
質
の
多
い
肥
料
分
の
少
な

い
土
壌
で
も
栽
培
で
き
る
か
ら
、
容
易
に
作
付
面
積
を

広
げ
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
生
産
量
を
増
す
こ
と
も
で

き
る
。
そ
の
反
面
、
寒
さ
に
比
較
的
弱
く
、
気
候
に
左

年度

右
さ
れ
や
す
い
と
い
う
欠
点
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

戦
時
中
及
び
終
戦
後
は
、
山
野
を
切
り
開
い
て
よ
く
栽

347 

培
し
た
が
、
作
付
面
積
と
生
産
高
は
必
ず
し
も
比
例
し



業

て
は
い
な
い
。

348 

現
在
で
は
、

さ
つ
ま
い
も
も
、
自
家
消
費
の
た
め
に
栽
培
さ
れ
る
程
度
で
、
栽
培
農
家
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
。

産第 6編

∞
 
工
芸
作
物

l 

み
つ
ま
た

み
つ
ま
た
は
、
植
え
付
け
後
三
年
目
か
ら
生
育
の
よ
い
も
の
を
切
り
取
る
。
収
穫
時
期
は
、
秋
の
落
葉
か
ら
翌
年
の
萌
芽
ま
で
の
間

で
、
切
り
取
ら
れ
た
み
つ
ま
た
を
直
径

一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に
束
ね
、
大
き
な
釜
の
上
に
立
て
、
こ
が
で
伏
せ
て
蒸
す
。
二
時

間
程
度
で
取
り
出
し
て
皮
を
は
ぐ
。
こ
れ
を
生
皮
と
い
い
、
乾
燥
し
た
も
の
が
黒
皮
で
あ
る
。
黒
皮
の
表
皮
を
削
り
取
っ
た
も
の
が
白
皮

で
あ
る
。
み
つ

ま
た
は
、
こ
う
ぞ
と
と
も
に
我
が
国
独
特
の
製
紙
原
料
で
、
そ
の
繊
維
は

こ
う
ぞ
に
比
べ
て
短
い
が
、
繊
細
で
光
沢
が
あ

り、

局
納
み
つ
ま
た
と
し
て
の
造
幣
局
用
と
、

一
般
需
要
の
も
の
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
植
林
熱
の
高
ま
り
に
よ
り
植
栽
は
漸

次
減
っ
て
き
て
い
る
。

2 

た
ば
こ

上
浮
穴
郡
に
お
け
る
葉
た
ば

こ
の
耕
作
の
歴
史
は
極
め
て
浅
い
が
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら
二
十
八
年
の
朝
鮮
動
乱
の
影
響
を
受
け
て、

商
工
業
の
著
し
い
発
展
を
遂
げ
、
日
本
の
高
度
成
長
の
礎
を
築
い
た
。
第
二
次
産
業
の
著
し
い
発
展
に
対
し
て
、
農
業
は
余
り
伸
展
せ

ず
、
米
麦
中
心
か
ら
脱
皮
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
上
浮
穴
郡
に
お
け
る
農
家
の
収
入
は
少
な
く
、
他
産

業
へ
の
転
換
、
都
市
へ
の
人
口
流
出
が
、
年
を
追
っ
て
増
加
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
食
糧
の
大
幅
な
輸
入
で
あ
っ

た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

こ
ん
な
農
家
の
窮
状
の
打
開
策
と
し
て
、

換
金
作
物
の
栽
培
が
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
葉
た
ば
こ
の
耕
作
が
研
究
さ
れ
、
昭
和
二
十
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六
年
に
な
っ
て
初
め
て
小
田
町
で
試
作
さ
れ
た
の
で
あ
る
G

翌
二
十
七
年
か
ら
は
、
久

万
町
の
畑
野
川
と
、
小
田
で
本
格
的
に
栽
培
が
始
ま

っ
た
。

資
料
に
よ
る
と
、
木
村
に

お
け
る
栽
培
は
昭
和
三
十
八
年
こ

ろ
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

や
が
て
、
気
候
・
風
土
・
土
壌
な
ど
が
葉
た
ば
こ
の
耕
作
に
適
し
て
い
る
こ
と
、
農

みつまたの作付面積

52 53 

(ha) 
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生産量

30 
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序
回叫

」年

閑
期
に
当
た
る
夏
季
の
仕
事
で
あ
る
た
め
、
比
較
的
労
働
力
が
確
保
し
や
す
い
こ
と、

現
金
収
入
の
少
な
い
農
家
に
と
っ
て
比
較
的
よ
い
換
金
作
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
わ
か

り
、三
年
後
の
三
十
年
に
は
耕
作
面
積
は

一
五
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生
産
量
は

一
八
倍
に
も
ふ
く
れ
上
が
っ
て
い
る
。
特
に
、
小
田
町
の
葉
た
ば
こ
の
耕
作
面
積
・生
産



量
は
と
も
に
顕
著
な
伸
び
を
示
し
て
き
た
。

郡
全
体
の
耕
作
面
積
は
、
昭
和
四
十
三
年
が
最
も
広
く
、
生
産
量
は
四
十
四
年
が
ピ

l
ク
に
な

っ
て
い
る
が
、
木
村
で
は
四
十

二
年

が
、
耕
作
面
積
、
生
産
量
と
も
ピ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
は
、
耕
作
面
積
、
生
産
量
と
も
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し

て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

農
山
村
の
過
疎
化
、

本
村
は
も
と
よ
り
、
上
浮
穴
郡
に
お
け
る
葉
た
ば
こ
の
耕
作
は
、
経
営
規
模
の
大
型
化
に
し
て
も
、
、
機
械
化
な
ど
に
よ
る
生
産
性
の
向

つ
ま
り
、
耕
作
人
数
の
減
少
で
あ
る
。

上
に
し
て
も
、
余
り
望
め
な
い
だ
け
に
、
表
徴
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
愛
媛
新
聞
社
が
調
査
し
た

愛
媛
県
内
に
お
け
る
葉
た
ば
こ
の
耕
作
実
績
を
み
る
と
、
喜
多
郡
に
次
い
で
上
浮
穴
郡
が
第
二
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

葉
た
ば
こ
の
耕
作
の
歴
史
の
浅
い
上
浮
穴
郡
が
、
県
下
で
第
二
位
の
実
績
を
示
す
に
至
っ
た
伸
び
の
速
さ
に
驚
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
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3 

本小

上
浮
穴
に
は
茶
が
自
生
し
て
お
り
、
そ
の
芽
を
摘
ん
で
、

釜
で
ほ
う
じ
、
手
で
も

ん
だ
り
足
で
踏
ん
だ
り
し
て
、
天
日
で
干
す
と
い
う
方
法
で
の
製
茶
は
古
来
か
ら
あ

っ
た
。面

河
の
茶
が
本
格
的
に
な
る
の
は
、
大
正
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
村
長
重

見
丈
太
郎
の
貢
献
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
彼
は
、
当
時
都
内
で
最
も
進
ん
で
い

ば
い
ろ

た
藤
社
茶
か
ら
堀
川
伊
助
を
招
き
、
倍
炉
に
よ
る
製
茶
を
始
め
た
。
同
じ
く
日
野
浦

か
ら
き
て
面
河
に
住
ん
で
い
た
猪
野
房
太
郎
な
ど
は
、
全
国
品
評
会
で
三
位
に
入
賞

す
る
な
ど
優
れ
た
技
術
を
身
に
つ
け
た
。
重
見
丈
太
郎
は
、
大
正
十
三
年
こ
ろ
に
は

石
川
春
吉
、

351 

動
力
(
水
力
)
製
茶
機
を
導
入
、

中
川
又
三
郎
を
静
周
へ
派
遣
し
製
茶
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法
を
学
ば
さ
せ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
こ

352 

の
当
時
、

一
番
茶
(
生
茶
)

だ
け
で
六

0
0
0貫
(
二
二
五

0
0
キ
ロ
)
を
製
茶

570nfある製茶工場と茶園

す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
で
き
上
が

っ
た
茶
は
、
一
三
貫
(
四
八
・
七
五
キ
ロ
〉

入
り
の
茶
箱
に
目
張
り
を
し
て
詰
め
、

神
戸
ま
で
送
り
、
輸
出
を
し
て
い
た
。

し
か
し
、

最
盛
期
は
昭
和
初
年
で
、
そ

れ
以
後
は
、

不
景
気
と
戦
争
に
よ
り
、

輸
出
は
と
だ
え
、
食
糧
増
産
体
制
に
切

り
替
え
ら
れ
て
さ
び
れ
て
い
っ
た
。

戦
後
面
河
茶
の
復
活
は
、
重
見
丈
太
郎
の
子
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
o

面
河
農
協
組
合
長
で
あ
っ
た
同
氏
は
、
昭
和
二
十
八
年
、

八
木

式
制
紅
茶
機
を
導
入
、
そ
れ
ま
で
高
知
方
面
へ
生
茶
と
し
て
販
売
し
て
い
た
も
の
を
加
工
し
て
出
す
よ
う
に
切
り
替
え
た
o

ち
な
み
に
こ
の

年
の
生
産
量
は
一
六

0
0キ
ロ
で
あ
る
o

さ
ら
に
、
昭
和
三
十
年
に
は
、
半
年
問
、
静
岡
へ
研
修
に
い
か
せ
る
と
と
も
に
、
本
格
的
な
園

茶
栽
培
法
を
ス

ラ
イ
ド
に
収
め
、
面
河
に
茶
園
を
作
っ
て
い

こ
う
と
考
え
た
。

こ
の
構
想
に
積
極
的
に
協
力
し
よ
う
と
す
る
者
も
出
て
お
り
、
持
ち
か
え
っ
た
ス
ラ
イ
ド
を
六
、
七
軒
の
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
回
り
、
面

河
に
茶
園
を
つ
く
る

こ
と
の
意
義
や
利
点
、
展
望
を
説
い
て
回
っ
た
o

「
い
も
を
つ
く
ら
ん
と
い
か
ん
け
ん
い
や
じ
ゃ
o
」と
い
う
人
た
ち
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年次別茶の栽培面積と生産量

38 37 

53 

を
説
得
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
他
人
の
十
年
生
の
山
と
、
自
分
の

二
十
年
生
の
山
と
を
交
換
分
合
し
た
り
、
測
量
・
伐
木
を
し
た
り
し
て
、
面
河
村
本

組
に
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
茶
園
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
年
に
は
、
静
岡

・
高
知
か
ら
苗
木
を
取
り
寄
せ
て
植
え
た
が
、
こ
れ
に
制
度
事

業
を
と
り
つ
け
る
の
に
貢
献
し
た
村
議
会
議
員
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、

も
、
さ
し
穂
で
苗
木
を
つ
く
っ
た
り
、
購
入
し
た
り
し
て
、
面
河
に
本
格
的
茶
園
を

年次別茶の栽培面積

昭36 38 40 42 43 44 45 46 47 48 49 

(ha) 

年度

こ
の
あ
と

年次別生茶葉生産量

353 

)
 

t
 

(
 

50 
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年次別荒茶生産量

(t) 

20 

日召36 38 40 42 43 44 45 46 47 48 49 

つ
く
る
努
力
を
続
け
て
い
る
。

354-

こ
う
し
て
、

し
だ
い
に
茶
園
は
増
え
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
、

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
製
茶
機
を
備
え
た
工
場
を
新
設
、
増
産
体
制
に
入

っ
た
。
昭
和
五
十
年
に
は
、
茶
園
面
積

二
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
生
産
量

〈
生
茶
〉
八
七
ト
ン
、
生
産
額
二
ハ
五
三
万
円
を
あ
げ
る
ま
で

に
な
っ
て
い
る
。

「
面
河
の
茶
は
品
質
的
に
は
日
本
一
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
生
産
期
が
早
く

て
も

五
、
六
月
と
い
う
よ
う
に
市
場
競
争
に
お

い
て
劣
る
こ
と
と
零
細
経
営
で
、
土
地
の
生
産
性

が
低
く
、

し
た
が
っ
て
、
所
得
が
少
な
い
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
農
家
自

身
の
経
営
感
覚
を
変
え
、
経
営
構
造
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
栽
培
技
術
(
特
に
肥
培
管
理
〉

年度

製
茶
技
術
の
改
善
に
取
り
組
み
、
生
産
者
か
ら
消
費
者
に
直
結
す
る
よ
う
な
市
場
ル

l
ト
を

開
拓
し
て
い
き
た
い
。
先
進
地
静
岡
が
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
、

一
O
O万
円
の
収
入
を
あ
げ

て
い
る
の
に
、
面
河
の
そ
れ
が
二

O
万
円
で
は
、
品
質
が
い

い
だ
け
に
残
念
で
あ
る
。
当
面

一
0
ア
ー
ル
当
た
り
四

O
万
円
で
目
標
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
。
」
と
彼
ら
は
語
っ
て
い
る
。

加
工
食
品

付

山
菜
五
色
煮

昭
和
四
十
一
年
六
月
一
日
、
国
民
宿
舎
「
面
河
」
が
完
成
し
た
o

こ
れ
に
先
き
立
ち
、
当
時
の
面
河
村
長
は
「
こ
の
国
民
宿
舎
で
、
ど



う
し
て
も
面
河
で
と
れ
る
山
菜
の
つ
け
も
の
を
出
し
た
い
。
な
ん
と
か
や
っ
て
く
れ
ん
か
。
」
と
、
地
元
有
志
に
依
頼
し
た
。
こ
れ
が
、
今

日
、
面
河
唯
一
の
特
産
物
「
山
菜
五
色
者
…
」
誕
生
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
そ
し
て
と
り
あ
え
ず
ふ
き
・
わ
ら
び
・
い
た
ど
り
を
と
り
、
つ

け
も
の
を
作
っ
た
。
し
か
し
、
国
民
宿
舎
へ
出
荷
し
た
残
り
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
な
ん
と
か
し
て
、

さ
ら
に
よ
く
売
れ
る
商
品

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
く
だ
煮
に
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
す
え
に
、
京
都
に
い
る
人
に
た
の
み
、

や
っ
て
い
る

つ

く
だ
煮
製
法
に
学
び
な
が
ら
、
小
さ
い
な
べ
で
何
度
も
何
度
も
炊
い
て
研
究
を
重
ね
て
み
た
。
塩
づ
け
に
し
た
ふ
き
、

乾
燥
し
た
ぜ
ん
ま

作目の歴史第 3章

い
と
し
い
た
け
、

さ
ら
に
、
こ
ん
ぶ
の
だ

し
よ
う
油
炊
き
し
た
さ
ん
し
よ
う
の
実
、

し
と
砂
糖

・
し
よ
う
油
・
味
の
素
で
煮
込
む
と
、
こ
れ
な
ら
と
い
う
自
信
作
が
で
き

た
。
こ
れ
を
、
面
河
渓
第

一の
景
勝
地
「
五
色
河
原
」
に
ち
な
み
、
「
山
菜
五
色
煮」
と

命
名
し
、
昭
和
四
十
五
年
七
月
二
十
七
日
特
許
庁
に
届
け
出
、
商
標
を
登
録
し
た
。

山菜五色煮

一
五

O
万
円
程
度
で
あ
っ
た
が
、
順
次
増
し
、
生
産

が
後
れ
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
四
十
六
年
、

」
の
年
の
年
間
売
上
げ
は
、

一
三
八
・
六
平
方
メ

ー
ト
ル
の
工
場
と
貯
蔵
庫
を
新
設
し
た
。
工
場
に
は
、
ま
き
を
燃
料
と
す
る
か
ま
三

基
、
殺
菌
滅
菌
用
の
重
油
ボ
イ
ラ
ー
一
基
、
柏
木
式
真
空
包
装
機
一
台
を
備
え
つ
け

た
。
貯
蔵
庫
に
は
コ
ン
ク
l
ト
の
塩
づ
け
タ
ン
ク
三
基
を
備
え
た
。
さ
ら
に
、
婦
人

二
人
を
常
時
雇
い
(
採
集
時
は
増
や
す
)
、
本
格
的
な
生
産
体
制
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、

岩
壁
に
生
育
す
る
地
衣
植
物
の
い
わ
た
け
を
味
付
け
し
た
「
味
付
岩
茸
」
と
、

「味

し
い
た
け
」
の
二
つ
の
び
ん
詰
め
を
加
え
、
三
本
セ
ッ
ト
の
箱
入
り
も
販
売
す
る
よ

355 

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
遠
方
か
ら
の
観
光
客
は
荷
物
に
な
る
び
ん
詰
め
を
好
ま
な



業

い
と
こ
ろ
か
ら
袋
入
り
の

「山
菜
五
色
煮
」
、

356 

さ
ら
に
は
、
塩
抜
き
に
し
た
「
わ
ら
び
水
煮
」
を
袋
入
り
で
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
山
菜
五
色
煮
に
代
表
さ
れ
る
面
河
の
農
産
加
工
物
は
、
面
河
村
内
の
観
光
旅
設
や
、

四
国
食
品
を
通
じ
て
、
松
山
市
内
の

産

デ
パ
ー
ト
、
駅
、

道
後
の
有
名
庖
な
ど
で
売
ら
れ
、
面
河
の
特
産
物
と
し
て
、

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
、
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
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っ
た
。
そ
し
て
昭
和
四
十
九
年
に
は
、
年
間
の
売
り
上
げ
が
一

0
00
万
円
に
達
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
年
は
、
石
鎚

・
面
河
渓
の

台
風
被
害
に
よ
り
、
前
年
の
実
績
を
下
回
っ
た
。
こ
こ
に
、
山
来
五
色
煮
も
、
観
光
産
業
、
国
民
経
済
の
動
向
を
敏
感
に
反
映
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

。
そ

の

他

本
村
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
上
浮
穴
郡
で
は
、

春
先
と
も
な
る
と
、

つ
く
し
や
わ
ら
び
が
芽
を
出
し
、
四
月
に
は
わ
ら
び
や
い
た
ど
り

が
、
五
月
の
芦
を
聞
け
ば
ぜ
ん
ま
い
や
う
ど
が
姿
を
現
す
。
ま
た
、
六
月
に
は
ふ
き
が
出
始
め
る
。

こ
れ
ら
の
山
菜
は
、
本
郡
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
副
食
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
は
、
隣
近
所
の
人

た
ち
が
誘
い
合
っ
て
よ
く
採
り
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

採
っ
て
帰
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
山
菜
を
、
塩
づ
け
に
し
た
り
、
ゆ
が
い
て
乾
燥
し
た
り
、

つ
け
物
に
し
た
り
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
取
り

出
し
、
食
べ
て
い
た
。
冬
季
に
ぜ
ん
ま
い
や
わ
ら
び
、

ふ
き
な
ど
を
食
卓
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山
菜
の
性
質
に

適
し
た
保
存
の
方
法
を
、
昔
の
人
た
ち
が
考
え
出
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
で
は
、
他
人
の
山
や
谷
に
分
け
入
っ
て
、
こ
れ
ら
の
山
菜
を
自
由
に
採
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
は
、
山
菜
料
理
の
味
が
見
直
さ
れ
、
珍
重
さ
れ
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。
久
万
町
の
国
民
宿
舎
で
あ
る
古
岩
屋
荘
や
、
面
河
の
国
民
宿
舎

で
は
山
菜
を
買
い
入
れ
、
山
菜
料
理
と
し
て
売
り
出
し
た
こ
と
、

さ
ら
に
、
郡
内
の
飲
食
庖
で
も
山
菜
料
理
を
始
め
た

こ
と
、

松
山
地
区



の
旅
館
で
い
く
ら
で
も
山
菜
を
買
い
取
っ
て
く
れ
る

こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
山
菜
が
商
品
と
し
て
の
価
値
を
持
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ

れ
が
、
山
菜
を
自
由
に
採
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
い
ち
ば
ん
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
山
菜
は
、
郡
内
の

い
た
る
と
こ
ろ
で
自
生
し
て
い
る
か
ら
、
自
分
の
持
ち
山
や
、
共
同
の
持
ち
山、

さ
ら
に
、
町

有
林
や
国
有
林
な
ど
で
は
、
ま
だ
ま
だ
、
山
菜
を
採
る
人
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
加
工
し
て
保
存
は
し
な
い
が
、
ふ
き
の
と
う
・
た
ら
の
芽
・
ち
も
と
・
の
び
る
・
せ
り
・
て
い
れ
ぎ
・
み
っ
ぱ
な
ど
が

あ
り
、
あ
る
も
の
は
焼
い
て
食
し
、
ま
た
、
あ
る
も
の
は
酢
み
そ
あ
え
に
し
て
食
べ
た
り
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
郡
の
人
た

ち
は
、
こ
れ
ら
の
山
菜
の
味
を
存
分
に
味
わ
い
、
加
工
で
き
る
も
の
に
は
手
を
加
え
て
保
存
し、

年
中
食
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
山
菜
は
、
現
在
で
は
し
好
的
な
食
料
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
今
か
ら
二

O
年
ほ
ど
前
ま
で
、

年
こ
ろ
ま
で
は
、

農
家
に
と
っ
て
は
不
可
欠
の
副
食
物
で
さ
え
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
昭
和
三
十

加
工
食
物
と
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
も
の
の
中
に
、
ら
っ
き
ょ
う
づ
け
と
梅
干
が
あ
る
。

て
は
な
ら
な
い
。
梅
干
は
、
弁
当
の
腐
敗
を
防
ぎ
、

「日

の
丸
弁
当
」
と
い
え
ば
、
梅
干
が
な
く

ま
た
、
整
腸
剤
と
し
て
も
価
値
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

特
に
、
夏
分
に
は
よ
く
食
べ

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
梅
酒
を
と
っ
て
薬
用
に
す
る
な
ど
、
そ
の
利
用
度
は
高
い
。

作自の歴史

ら
っ
き
ょ
う
も
、
ほ
と
ん
ど
の
農
家
で
つ
け
ら
れ
、
愛
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
加
工
食
品
は
、
昔
か
ら
あ
り
、
今
も
続
い
て
加
工

ら
っ
き
ょ
う
に
し
て
も
、
量
産
に
は
至
ら
ず
、
自
家
消
費
用
に
加
工
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

こ

し
て
い
る
。
し
か
し
、
梅
に
し
て
も
、

の
傾
向
は
、
今
後
も
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

第 3章
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日
本
に
お
け
る
養
蚕
業
の
歴
史
は
古
く
有
史
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
れ
以
来
ず
っ
と
続
け
ら
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
特
に
養

蚕
が
、
農
業
経
営
の
上
で
た
い
せ
つ
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
明
治
の
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
維
新
に
よ
る
作

目
制
限
の
撤
廃
、
土
地
私
有
制
度
の
確
立
な
ど
の
農
業
経
営
に
関
す
る
基
礎
条
件
の
確
立
で
あ
る
。
ま
た
、
海
外
貿
易
の
発
展
、

農
家
の

換
金
作
物
へ
の
転
換
の
必
要
が
、
そ
の
発
展
を
う
な
が
す
動
機
と
な
っ

た
。
他
の
作
物
に
比
べ
て
、
特
に
養
蚕
が
発
展
し
た
の
は
、
生
糸

ま
た
、
そ
の
生
産
が
全
国
ど
こ
で
も
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
発
展
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
の

の
海
外
需
要
の
増
大
が
あ
り
、

好
況
の
波
に
乗
っ
て
さ
ら
に
大
き
く
増
え
、
昭
和
五
年
に
は
養
蚕
農
家
数
は
全
国
で
二
二

O
万
戸
に
達
し
、
輸
出
の
第
一
位
と
な
っ
た
。

だ
が
、
昭
和
五
年
を
ピ

l
ク
と
し
て
、
農
業
恐
慌
と
人
造
繊
維
の
進
出
に
よ
り
養
蚕
業
が
ふ
る
わ
な
く
な
り
、

繭
価
が
低
落
し
、
大
正

八
年
春
の
好
況
時
に
は
、
三
・
七
五
キ
ロ
が
二
円
台
に
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
五
年
晩
秋
期
に
は
二
円
台
を
割
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
後
少
し
は
回
復
し
た
が
、
同
九
年
に
は
再
び
二
円
台
に
な
っ
た
。
政
府
は
そ
の
対
策
と
し
て
、
糸
価
安
定
融
資
補
償
法
、
続
い

て
糸
価
安
定
施
設
法
を
も
っ
て
糸
価
暴
落
の
防
止
に
努
め
る
と
同
時
に
、

桑
園
の
整
理
改
植
の
奨
励
に
努
め
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界

大
戦
に
よ
る
海
外
市
場
の
空
白
と
国
内
に
お
け
る
食
糧
不
足
の
影
響
で
養
蚕
は
下
火
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

戦
後
、
生
糸
の
輸
出
は
再
び
可
能
と
な
っ
た
が
、
繭
の
生
産
量
は
、
最
盛
期
に
お
け
る
一
三

・
四
%
に
す
ぎ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
昭

和
二
十
年
以
降
は
徐
々
に
回
復
し
て
き
て
い
る
が
、
昭
和
二
十
九
年
こ
ろ
は
昭
和
二
十
二
年
の
約
二
倍
と
ま
だ
ま
だ
低
い
。
そ
の
後
は
、

農
業
に
対
す
る
考
え
方
の
変
化
や
海
外
市
場
の
拡
大
、
農
機
具
な
ど
の
開
発
に
よ
り
生
産
量
を
増
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。



付

戦
前
の
養
蚕

戦
前
に
お
け
る
面
河
村
の
養
蚕
に
つ
い
て
は
資
料
に
見
あ
た
ら
な
い
。

上
浮
穴
地
方
の
養
蚕
も
古
く
、
久
万
地
方
で
は
、

寛
政
九
年
松
山
藩
が
久
万
山
に
養
蚕
を
奨
励
し
た
の
に
始
ま
る
と
、

「
松
山
藩
旧
会

所
日
記
」
に
書
か
れ
て
い
る
。

小
田
地
方
は
大
洲
藩
の
所
領
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十
年
こ
ろ
、
山
村
経
済
の
振
興
に
、
役
だ
た
せ
る
た

め
養
蚕
が
導
入
さ
れ
た
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
北
海
道
を
除
く
各
地
で
養
蚕
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
立
地
条
件
が
い
す
れ
の
土
地
に
も
あ
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
隆
盛
は
全
国
共
通
で
あ
っ
た
。
上
浮
穴
地
方
で
も
桑
園
を
広
げ
、
蚕
室
の
新
・
増
築
を
行
い
、

き
そ
っ
て
養
蚕
に
力
を
い
れ
た
。
し
か
し
、

農
業
恐
慌
に
よ
る
繭
価
の
暴
落
と
養
蚕
技
術
の
不
足
に
よ
る
病
害
な
ど
の
不
運
に
遭
い
、
大

き
な
打
撃
を
受
け
た
。

し
か
し
、
国
の
法
に
よ
り
更
生
す
る
道
は
聞
か
れ
た
。

(=) 

戦
後
の
養
蚕

作自の歴史

県
の
統
計
か
ら
実
収
繭
を
み
る
と
、
昭
和
五
年
に
は

一
一
五
一
万
二
五

0
0キ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
昭
和
二
十
二
年
に
な
る
と

六
O
万

O
O
一
0
キ
ロ
と
低
下
し
て
お
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
打
撃
で
落
ち
込
ん
だ
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
郡
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
食
糧
事
情
、
生
糸
需
要
の
好
転
と
と
も
に
養
蚕
の
有
利
性
が
再
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
桑
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さ
ら
に
反
当
能
率
の
向
上
に
よ
り
再
び
養
蚕
業
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
県
に
お
い
て
も
、
昭

つ
つ
い
て
二
十
八
年
よ
り
前
期
計
画
を

苗
植
付
に
よ
る
増
反
老
朽
桑
園
の
改
植
、
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和
二
十
三
年
よ
り
蚕
糸
復
興
五
か
年
計
画
、

ま
た
、

二
十
七
年
よ
り
繭
増
産
緊
急
三
か
年
計
画
、
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織
り
込
み
、
二
次
繭
増
産
計
画
を
立
て
、
桑
困
対
策
を
は
じ
め
稚
蚕
協
同
飼
育
所
の
普
及
、
優
良
原
蚕
種
の
育
成
な
ど
に
力
を
入
れ
て
き

360 

た。

産

本
郡
に
お

い
て
も
、
戦
前
か
ら
養
蚕
の
燈
を
絶
や
さ
な
か
っ
た
人
も
少
な
く
な
い
。
資
料
に
よ
る
と
、
昭
和
三
十
四
年
こ
ろ
ま
で
は
、

第 6編

小
田
町
が
ほ
と
ん
ど
蚕
家
を
占
め
て

い
る
が
、
三
十
一
年
に
柳
谷
村
で
一
戸
が
始
め
、
三
十
三
年
に
仕
七
川
で
二
戸
、
三
十
七
年
に
面
河

村
で
九
戸
が
始
め
る
に
至
り
全
都
が
養
蚕
に
関
係
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
収
繭
量
も
年
ご
と
に
増
え
て
き
た
。

五

玄
田

産

交
通
や
産
業
が
発
達
し
て
い
な
い
時
代
に
は
、
上
浮
穴
郡
の
人
々
は
、
自
給
自
足
の
生
活
を
し
て
き
た
。
ず
い
ぶ
ん
昔
か
ら
鶏
は
自
家

に
必
要
な
蛋
白
源
と
し
て
五
・

六
羽
飼
い
、
牛
は
農
耕
や
運
搬
の
労
働
力
と
し
て
飼
育
し
、
馬
は
生
活
物
資
や
農
作
物
運
搬
の
使
役
の
た

め
に
飼
育
し
て
き
た
。

つ
ま
り
、
換
金
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
飼
育
し
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
明
治

・
大
正、

さ
ら
に
昭
和
へ
と
、
時
代
の
進
歩
に
伴
っ
て
肉
や
卵
の
需
要
が
高
ま

っ
て
き
た
。
使
役
の
た
め
に
飼
育
し
て

い
た
牛
が
肉
牛
と
し
て
売
れ
、
鶏
卵
が
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
農
家
は
、
換
金
を
目
的
と
し
た
副
業
と
し
て
鶏
を
飼
い
、

豚
を
飼
い
、
牛
を
飼
育
す
る
よ
う
に
な

っ
た。

さ
ら
に
、
時
代
が
進
み
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
、
日
本
の
経
済
が
高
度
の
成
長
を
遂
げ
る
に
至

っ
て
、
農
村
か
ら
は
若
い
人
た
ち
が
都

市

へ
流
出
し
て
い

っ
た
。
そ
の
反
面
、
農
村
べ
は
各
種
の
農
業
機
械
が
導
入
さ
れ
農
作
物
も
多
様
化
し
、
農
業
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

た
。
牛
に
代
わ
っ
て
耕
運
機
が
田
畑
を
耕
し
、
馬
に
代
わ

っ
て
自
動
車
や
テ
ー
ラ
ー
が
物
資
を
運
搬
し、

さ
ら
に
食
生
活
の
舟
上
は
、
;ま



す
ま
す
肉
や
卵
の
需
要
を
高
め
て
い
っ
た
。

こ
の
中
に
あ

っ
て
、

従
来
副
業
で
あ
っ
た
養
鶏
や
養
豚
な
ど
が
見
直
さ
れ
始
め
た
ひ
そ
し
て
、
そ
め
飼
育
方
法
を
合
理
化
し
、
規
模
を

拡
大
し
て
、
専
業
と
し
て
経
営
す
る
人
が
出
て
き
た
o

面
河
に
お
け
る
大
規
模
な
養
鶏
、
久
万、

小
田
を
主
と
し
た
養
豚
、

さ
ら
に
は
、

久
万
や
柳
谷
で
の
肉
牛
の
多
頭
肥
育
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。

←ぅ

来日

牛

上
浮
穴
郡
で
牛
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
飼
わ
れ
て
い

た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
か
な
り
古
い
時
代
か
ら
農
耕
や
運
搬
の
使
役
の
た
め
に
飼

育
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
牛
は
、

黒
毛
の
黒
色
和
牛
と
茶
色
の
褐
色
和
牛
と
で
あ
る
。
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寛保元年 (1741)ごろの牛馬飼育

状況

号)IてまlT
119 

村名?11lt|
大味川 I 31 

野 I10 I 150 

上
の
表
は
「
久
万
山
手
鑑
」
に
記
録
さ
れ
て

い
る
寛
保
元
年
(
一
七
四
一

〉
ご
ろ
の
面
河
村
に

お

け
る
、
牛
馬
飼
育
状
況
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
馬
が
主
で
牛
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
の
日
本
で
は
、
牛
肉
を
い
っ

さ
い
食
べ
ず
、
も
し
牛
を
殺
し
た
り
、
食
べ
た

り
す
る

と
、
た
ち
ま
ち
神
の
怒
り
に
ふ
れ
る
と
恐
れ
ら
れ
、

さ
ら
に
村
人
か
ら
は
「
の
け
者
」
に
さ
れ
る
風

習
が
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
牛
は
農
耕
の
使
役
と
「
だ
の
肥
」
と
い
わ
れ
る
厩
肥
作
り
の
た
め
に

飼
育
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

上
の
表
は
、
明
治
初
年
こ
ろ
の
牛
馬
の
飼
育
状
況
で
あ
る
が
、
寛
保
元
年
こ
ろ
と
同
じ
よ
う
に
、

牛
を
飼
っ
て
い
る
農
家
の
方
が
少
な
い
。

361 

中山

と
こ

ろ
が
、
明
治
四
十
年
代
に
な
る
と
、
牛
肉
を
食
べ
る
人
が
増
え
、
そ
れ
に
伴
っ
て
牛
肉
の
需
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a馬
(頭)

昭和12年牛馬飼育頭数

(県統計資料)

牛 |

(頭)I 

372
1 

\~I 
64 

要
が
増
し
て
き
た
。
農
家
で
は
、
子
牛
を
買
っ
て
育
て
、
水
田
の
耕
作
な
ど
の
作
業

362 

に
使
役
し
、
成
長
し
た
ら
、

よ
く
肥
や
し
て
か
ら
肉
牛
と
し
て
売
っ
た
。
つ
ま
り
利

ざ
や
を
得
る
と
い
う
目
的
で
牛
を
飼
育
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

上
の
表
は
、
昭
和
十
二
年
の
本
村
に
お
け
る
牛
馬
飼
育
状
況
で
あ
る
。
牛
三
七
二

頭
、
馬
六
四
一
頭
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
十
五
・
六
年
こ
ろ
に
か
け

て
が
、
牛
を
最
も
多
く
飼
育
し
て
い
た
時
期
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
二
十
年
に
終
戦
を
迎
え
て
、

を
ほ
と
ん
ど
戦
場
へ
送
り
出
し
た
。
牛
の
飼
育
に
手
が
回
ら
な
く
な
っ
た
た
め
牛
を
手
放
す
農
家
が
多
く
な
っ
た
。

昭
和
十
六
年
に
始
ま
っ
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
激
化
に
伴
い
、
農
家
は
働
き
手

日
本
の
農
業
は
食
糧
増
産
の
時
代
に
入
っ
た
。
昭
和
二
十
五
年
、
政
府
は
三
度
目
の
有
畜
農
家
の
奨

一
方
、
木
郡
で
も
農
協
が
中
心
と
な
っ
て
、
牛
を
購
入
す
る
た
め
の
資
金
貸
付
制
度
を
つ
く
っ
て
牛
の
飼
育
を
奨
励

し

励
を
行
っ
た
。

た
。
こ
の
た
め
、
昭
和
三
十
年
に
は
、
約
三
八

0
0
.頭
の
牛
が
本
郡
で
飼
育
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
時
代
の
進
展
は
、
新
し
い
農
業
機

械
を
生
産
す
る
と
と
も
に
、
速
効
性
の
高
い
化
学
肥
料
を
つ
く
り
出
し
た
。
昭
和
三
十
年
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
農
業
機
械
や
化
学
肥
料

が
、
本
郡
へ
も
導
入
さ
れ
始
め
た
。
昭
和
三
十
八
年
こ
ろ
に
は
、
水
田
の
耕
作
は
耕
運
機
が
完
全
に
牛
に
代
わ
り
、
厩
肥
を
使
用
す
る
農

q 

馬

家
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
、
牛
の
飼
育
目
的
は
、
肉
用
へ
と
変
わ
っ
た
。

道
路
が
開
通
し
、
交
通
が
発
達
す
る
ま
で
の
上
浮
穴
郡
の
人
々
に
と
っ
て
、
馬
は
、
生
活
物
資
の
輸
送
農
作
物
の
運
搬
を
始
め
、

交

通
・
通
信
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。
資
料
に
よ
る
と
、
寛
保
元
年
(
一
七
四
一
)
こ

ろ
、

既
に
久
万
町
だ
け
で
一
二

O
O頭
に
近
い
馬
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

か
な
り
昔
か
ら
飼
わ
れ
、
人
々
の
生
活
に
大
き
な
役
割
を
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46 

果
た
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

馬
が
、
交
通
や
運
輸
の
面
で
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
時
代
に
は
、
馬
を
使
役
す
る
「
馬
方
」
又

は

「
駄
賃
持
ち
」

と
い
わ
れ
る
職
業
も
あ
り

七、
tJ:. 

り
多
く
の
人
が
こ
れ
に
従
事
し
て

い
た
。
江
戸
時
代

か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、

東
明
神
に
、
馬
の
飼
育

頭
数
が
多
い
の
は
、
こ

の
地
域
に
三
坂
峠
で
の
交
通

や
運
輸
に
従
事
す
る
馬
方
が
多
か

っ
た
た
め
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る。

明
治
二
十
五
年
、
土
佐
街
道
(
現
在
の
国
道
三
三
号

線
)
の
開
通
を
は
じ
め
と
し
て
、
大
正
・

昭
和
と
時

代
が
進
む
に
つ
れ
て
、
郡
内
の
各
地
に
道
路
が
次
々

に
開
通
し
た
。
道
路
が
開
通
す
る
と、

物
資
の
輸
送

に
は
牛
車
や
馬
車
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
た
が

っ
て
、

従
来
の
も
の
よ
り
も
大
型
の
馬
が
導

入
さ
れ
始
め
た
。
そ
の
反
面
飼
育
頭
数
は
減

少
し

た
。
昭
和
十
二
年
の
調
査
で
は
、
こ

の
年
の
本
郡
の

飼
育
頭
数
四
八
五
頭
、
そ
の
内
訳
は
、
和

程

二

七

363 
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頭
、
雑
種
四
四
六
頭
、
洋
種

一
二
頭
と

な

っ
て

い

364 

る。
戦
後
の
日
本
は
め
ざ
ま
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
、

本
郡
に
も
各
種
の
農
林
業
機
械
が
入
り
、
林
道
や
農

道
が
整
備
さ
れ
た
。
交
通
運
輸
機
関
も
、
め
ざ
ま
し

い
発
展
を
し
た
。
そ
し
て
長
い
間
、
馬
が
果
た
し
て

い
た
役
割
を
、
そ
れ
ら
が
果
た
す
よ
う
に
な
り
、
馬

を
飼
育
す
る
価
値
は
な
く
な

っ
た。

小
田
町
で
は

十
九
年
に
、
柳
谷
村
で
は
昭
和
四
十
三
年
に
、
馬
は

ま
っ
た
く
姿
を
消
し
、
昭
和
五
十
年
に
至
っ
て
、
本

郡
に
わ
ず
か
三

O
頭
飼
育
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
大
昔
か
ら
、
人
々
と
苦
楽
を
と
も
に
し
て
き
た

馬
は
や
が
て
一

頭
も
い
な
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

、昌司、J

λ
ノ
ム
μ
4

日
開

豚

明
治
三
十
五
年
こ
ろ
、
県
下
で

一
四
八
頭
飼
育
さ

れ
て

い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
飼
育
頭
数
が
増
加

し
て
き
た
の
は
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
で
、
特
に
昭
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和
二
十
五
年
こ
ろ
か
ら
著
し
く
増
加
し
て
き
た
。

上
浮
穴
郡
で
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
飼
わ
れ
だ
し
た

か
明
ら
か
で
は
な
い
。大
正
九
年
に
二
頭
、
大
正
十
年

に一

O
頭
、
昭
和
八
年
に
七
頭
が
、
郡
内
で
飼
育
さ

れ
て

い
た
記
録
が
あ
り
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
、
豚
は
、
本
郡
で
は
珍
し
い
家
畜
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
八
年
こ
ろ
ま
で
は
、
自
家
の
残
飯
で
賄

え
る
兼
業
と
し
て
の

一
頭
飼
育
が
多
か

っ
た
よ
う
で

あ
る
。

そ
の
後
肉
牛
の
不
足
と
相
ま

っ
て
、

豚
肉
の

需
要
が
高
ま

っ
た
。
そ
し
て
、

豚
肉
の
値
も
あ

が

り
、
し
か
も
豚
は
、
短
期
肥
育
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
専
業
的
に
多
頭
肥
育
を
目
指
す
農
家
も

現
れ

た
。
昭
和
三
十
八
年
に
は
養
豚
家
二
O
六
戸
、
飼
育

頭
数

二
一

O
頭
、

一
戸
平
均
三
頭
と
増
加

し
た

が
、
豚
の
相
場
は
変
動
が
大
き
く
、
ま
た
飼
料
不
足

な
ど
か
ら
、
そ
の
後
は
、
養
豚
家
は
減
少

し
て
き

た
。
そ
の
反
面
、

経
営
を
合
理
化
し
、

資
本
を
投
入

365 

し
て
規
模
を
拡
大
し
た
専
業
に
移
り
、
昭
和
五
十
年
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上浮穴郡における昭和初期ころの養鶏状況xj 飼育戸数 飼育羽数

10羽未満 I 招集(戸毒~I 団羽以上 成鶏 雌i成 鶏 雄 |ひ な(戸)I ---- /Ä~" (戸) (羽) I (羽)

大正 14年 2，323 263 3 7，348 2，581 7，925 

昭和 4年 2，560 360 15 9，262 2，970 12，232 

昭和 7年 2，634 343 12 9，202 2，605 8， 737 

で
は
、

一
戸
平
均
五
五
頭
と
、
大
が
か
り
な
経
営
規
模
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

366 

規
模
の
拡
大
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、

し
尿
処
理
な
ど
の
公
害
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い

る。

同

鶏

鶏
は
、
蛋
白
源
と
し
て
古
く
か
ら
農
家
に
飼
育
さ
れ
て
き
た
。
肉
、
卵
と
も
自
家
用
と
し
て
の

域
を
出
ず
、

普
通
二
、
三
羽
か
ら
六
、
七
羽
の
放
ち
飼
い
で
あ
っ
た
。

大
正
の
終
わ
り
こ
ろ
、
本
郡
に
、
採
卵
種
の
白
色
レ
グ
ホ
ン
種
が
導
入
さ
れ
、
飼
い
方
も
小
屋

飼
い
を
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
が
、
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
が

一
O
羽
未
満
の
自
家

用
養
鶏
で
あ

っ
た
。

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
、

農
家
の
副
収
入
源
と
し
て
の
養
鶏
が
盛
ん
に
な
り
、

一
O
O羽
前
後
を

飼
う
養
鶏
家
も
現
れ
た
が
、
そ
の
後
相
次
ぐ
戦
争
と
不
況
に
よ
り
、
再
び
自
家
用
程
度
に
規
模
を

縮
少
し
た
。

戦
後
に
な
っ
て
、
昭
和
二
十
五
年
こ
ろ
か
ら
、
食
生
活
の
向
上
は
卵
の
需
要
を
高
め
て
い
き
、

特
に
本
郡
は
養
鶏
の
立
地
条
件
に
適
し
て
い
る
上
に
、
飼
料
の
野
菜
や
と
う
も
ろ
こ
し
は
、
品
質

の
よ
い
も
の
が
生
産
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
飼
料
に
養
鶏
熱
が
急
に
高
ま
っ
て
き

た
。
そ
し
て
農
家
の
副
業
と
し
て
、
な
か
に
は
専
業
と
し
て
考
え
る
人
も
現
れ
た
。

昭
和
三
十
年
こ
ろ
に
は
、
五
O
羽
、
一

O
O羽
の
養
鶏
が
、
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
飼
育
羽
数
が
増
す
と
自
家
飼
料
で
は
賄
い
き
れ
ず
ま
た、

産
卵
率
も
計
画
の
よ
う
に
高
ま
ら



な
か
っ
た
り
し
て
、
養
鶏
熱
は
数
年
で
消
え
た
。
そ
し
て
、
自
家
需
要
を
賄
う
程
度
の
五
、
六
羽
養
鶏
に
返
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

企
業
化
し
た
大
規
模
養
鶏
農
家
が
あ
る
。

し
台、

し、

面
河
や
柳
谷
で
は
、

大
規
模
養
鶏
と
し
て
の
面
河
養
鶏

面
河
に
お
け
る
営
業
と
し
て
の
歴
史
は
古
い
。
昭
和
の
初
め
こ
ろ
既
に
一

・
二

の
農
家
で
は
、

一
O
O羽
前
後
の
鶏
を
飼
い
、
こ

の
地

方
で
卵
を
売
っ
て
重
要
な
収
入
源
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
自
家
用
程
度
に
縮
小
し
て
い
た
。

大
規
模
養
鶏
が
復
活
す
る
の
は
、
昭
和
二
十
年
代
も
終
わ
り
の
こ
ろ
に
な
る
。
こ
の
こ
ろ
三
、

四
戸
の
農
家
で
は
二

O
Oか
ら
三

0
0

羽
の
飼
育
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
役
場
課
長
級
の
収
入
を
あ
げ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
当
時
の
飼
育
方
法
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
・
ぬ

か
・
魚
粉
を
購
入
し
て
、
自
家
配
合
の
飼
料
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
養
鶏
が
さ
ら
に
大
規
模
化
し
、
企
業
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
技
術
的
発
達
や
経
済
的
条
件
が
必
要
で
あ

っ
た
。

付

昭
和
二
十
八
年
こ
ろ

バ
タ
リ

i
式
飼
育
法
|
こ
れ
に
よ
り
平
飼
法
に
よ
る
病
気
を
防
ぎ
、
多
羽
飼
育
可
能
と
な
る
。

。昭
和
三
十
三
年
こ
ろ

ゲ
ー
ジ
飼
育
法
l

木
や
竹
の
バ
タ
リ
ー

に
よ
る
病
虫
発
生
が
防
止
で
き
る
。

昭
和
三
十
三
年
こ
ろ

作目の歴史

円

切

点

燈

養
鶏

法

|
鶏
が
毛
替
え
を
し
な
く
な
り
、
年
中
雛
を
導
入
で
き
る
。
ま
た
、
勝
卵
場
育
成
場
の
分

離
経
営
が
成
り
立
ち
「
鶏
が
鶏
を
生
む
」

と
い
う
養
鶏
に
な
る
。

一
人
の
飼
育
能
力
が
三

0
0
0羽
と
な
り
、
飼
料
販
売
業
者
が
養

鶏
業
に
介
入
す
る
よ
う
に
な
る
。

制

昭
和
三
十
四
年
こ
ろ

段
ボ
ー
ル
の
鶏
卵
ケ
l
ス
が
開
発
さ
れ
、
輸
送
が
容
易
と
な
る
。

第3章

昭
和
三
十
五
年
こ
ろ

恒〉

産
業
の
高
度
成
長
が
進
み
、
消
費
が
ど
ん
ど
ん
伸
び
る
。
こ
の
年
、
松
山
の
九
山
養
鶏
が
一
万
羽
養
鶏

.367 

を
始
め
る
。



業

付、

昭
和
三
十
六
年

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
面
河
に
お
い
て
一
万
羽
養
鶏
に
ふ
み
き
っ
た
。
面
河
の
よ
う
な
、
都
市
か
ら
遠
い
山
村
で
養
鶏
を
や
る
こ

不
利
と
思
わ
れ
る
運
賃
に
つ

い
て
は
、
多
量
に
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
安
く
す
る
こ
と
が
で
き

産

愛
媛
食
糧
が
、

一
万
羽
を
突
破
す
る
。

368・

と
に
、

首
を
か
し
げ
る
人
は
多
か
っ
た
が
、

第 6編

る
し
、
土
地
は
自
前
で
あ
り
、
公
害
は
問
題
に
な
り
に
く
い
。
そ
し
て
何
よ
り
も
地
域
産
業
の
振
興
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
た
。

昭
和
三
十
八
年
五
月
一
五
日
起
工
式
を
行
い
、
有
志
五
名
に
よ
る
共
同
養
鶏
は
ス
タ

ー
ト
し
た
。
昭
和
四
十
二
年
四
月
に
は
出
資
者
五

役
員
三
名
、
従
業
員
七
人
で
再
ス
タ

ー
ト
し
た
。

名
で
、
有
限
会
社
「
面
河
養
鶏
」
に
改
組
し

昭
和
三
十
八
年

面
河
養
鶏
の
年
次
別
施
設
設
備
導
入
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

成
鶏
舎
七
棟
二
五
九
八
・
七
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、

育
雛
舎
四
四

0
・
五
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、

事
務
所
七
九
・
二
平

昭
和
三
十
九
年

万
メ
ー
ト
ル
、
風
乾
場
七
九
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、

倉
庫

一
二
五
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

コ
リ

i

機
械
乾
燥
場
四
九
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
放
飼
場
(
竹
や
ぶ
内
で
小
屋
三
か
所
)

一
九
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、

ザ
(
病
気
〉
を
防
ぐ
た
め
棟
つ
な
ぎ
の
屋
根
を
つ
く
る
。

昭
和
四
十
年

昭
和
四
十
一
年

昭
和
四
十
二
年

昭
和
四
十
三
年

昭
和
四
十
四
年

育
雛
舎
二
七
五
・
五
平
方
メ

ー
ト
ル
、

津
田
式
乾
燥
機

津
田
式
乾
燥
機
取
り
替
え

育
雛
舎
一

O
五
・
六
平
方
メ

ー
ト
ル
、

選
洗
卵
機
・
換
気
扇
・
飼
料
タ
ン
ク

(
九
ト
ン
〉

育
雛
舎
三
四
二
・
五
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
自
動
給
餌
機

・
自
動
給
水
機

・
育
雛
機

一
O
台

大
鳥
号

一
一
型
乾
燥
機

一
台
、
動
力
噴
霧
機
に
よ
る
消
毒
施
設
(
全
鶏
舎
)

屋
根
を
構
造
モ

ニ
タ
ー
式
に
変
え
る
。
飼
料
タ
ン
ク

(四
ト
ン
〉

ハ
四
五
年
〉

昭
和
四
十
五
年

i
四
十
六
年

焼
却
炉

(燃
料
オ
ガ
ク
ズ
)
全
面
自
動
給
水
に
切
り
替
え
る
。

昭
和
四
十
六
年
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面河養鶏の年度別経営実績

(50年度は4月-12月のものである)

年
平均飼 陶汰 成鶏繰 繰数均更新入華羽 ll羽IlI酔 1 kgの卵価

産卵量 日平均
(門)

入羽数 l"x年羽10平数0 育羽数 羽数
産卵量 17に

度 (kg) I (g) 求率換算(門〉) 

41 1叫 13，184 13， 670 103.0 192， 182 39.61 -1 36.95 200 185 

42 以 55911M48 11， 023 75. 7 208，539 39.2 -1 36.75 186 182 

43 14， 0341 13， 288 12， 703 90. 5 201，334 39.2 -1 36.10 195 182 

44 13，402 13，003 12， 580 93.8 199，210 40. 7 -1 35.10 184 185 

45 13，435 11，549 14，282 106.3 208，590 42. 5 2.466 37. 10 187 177 

46 16，476 10，628 13，212 80. 1 256，035 42.4 2.540 39.50 181 177 

47 17，288 15， 700 13，240 76. 5 258，975 41. 0 2.600 35.95 194 194 

48 15，467 14， 778; 15， 636 101. 0 240，534 42. 6 2.570 46.40 211 215 

49 16， 502 10， 941 13， 735 83.2 269， 790 44.8 2.590 69.30 269 274 

50 

jiliijill-
43.8 2.62 67.80 298 269 

51 85. 41 257， 425 45.9 2.50 66.35 272 274 

52 1~= . ~ I :~:'~:~ 45.9 2.45 67.75 301 269 

53 93. 1i 298， 400 47.2 2.43 57.03 244 231 

備考 。当場 4月-3月

。大阪 1月-12月

。51年6月より1!tIi洗卵出荷価格

昭
和
四
十
七
年

発
酵
式
鶏
糞
処
理
を
始

め
る
。
焼
却
機
(
廃
油
使
用
)
育
雛
舎
六
八
四

-
七
五
平
方
メ
ー
ト
ル

(山
村
振
興
法
に
よ
る
〉

給
餌
給
水
を
全
自
動
に
切
り
替
え
る
。

昭
和
四
十
八
年

大
鳥
号
一
二
型
乾
燥

機
・
消
火
栓
・
作
業
道
拡
張
・
重
油
タ
ン
ク

(四
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
〉

昭
和
五
十
年

大
鳥
号
二
二
型
乾
燥
機
、

動
力
ミ

シ
ン
(
鶏
糞
袋
用〉

昭
和
五
十

一
年

重
油
タ

ン
ク
二
キ
ロ
リ

ッ
ト
ル
入
増
設

・
作
業
道
路
舗
装

昭
和
五
十
四
年

え
さ
を
パ
ラ
輸
送
に
切

り
替
え
、
飼
料
タ
ン
ク
へ
取
付
口
取
付
け
。

経
営
と
し
て
の
養
鶏
は
、
卯
一
キ
ロ
の
生
産

に
飼
料
三
キ
ロ
(
飼
料
要
求
率
三〉
、
鶏
の
更
生

率
七

O
%、
年
間
産
卵
率
七

O
%、
つ
ま
り
、

二
・
七
・
七
の
経
営
が
理
想
で
あ
る
と、

台、

ペ〉

369 

て
は
さ
れ
て
い
た
。
面
河
養
鶏
の
昭
和
四
十
九
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10 
282 

2，941 

面河村における養鶏の推移

(農林統計事務所 県宙産課統計)
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31 E;-----!町
飼育戸数 (戸) I 
飼育羽数 (羽) I 

面三芝町 39I 40 I 41 I 42 I 43 IムI45 I 

2522i13:い122214452lJ 26;5;

46 

立十三竺I47 I 48 I 49 I 50 I 51 I 52 I 53 I 
飼育戸数 (戸) 1 1201 1101 701 701 11 11 11 
飼育羽数 (羽) 1 23， 0001 23， 7001 24， 6001 23， 5001 23， 8531 23，叫 23，2051

54 

年
の
場
合
を
み
る
と
、
飼
料
要
求

370 

率
は
二
・
五
九
、

年
間
産
卵
率
は

(
卯
一

個
六

0
グ
ラ
ム
と
し
て
)

七

四
・
七
%
で
決
し
て
悪
く
な
い。

し
か
し、

今
日
で
は

一
羽
一
日

平
均
の
産
卵
量
が
い
ち
ば
ん
問
題

で
あ
り
、
面
河
養
鶏
で
は
、
昭
和

四
十
九
年
度
で
四
四
・
八
グ
ラ
ム

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
四
五

グ
ラ
ム

か
ら
四
八
グ

ラ
ム

に
い
か

に
引
き
上
げ
る
か
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
経
営

上
の
大
き
な
問
題
と
し
て
、

次
の

表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ

の

一
0
年
間
に
卵
価
は
一

・
五
倍
し

か
上
が
っ
て

い
な
い
の
に
、
飼
料

は
二
倍
近
く
、
重
油
・
段
ボ

ー
ル

は
二
倍
以
上、

人
件
費
は
三
倍
以



上
に
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

加
え
て
、
右
の
年
次
別
設
備
状
況
で
み
た
よ
う
に
、
大
幅
な
赤
字
と
な
り
、
無
駄
と
も
思
え
る
鶏
糞

処
理
関
係
の
設
備
投
資
を
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
コ
リ

l
ザ
・

C
R
D
・
コ
リ
シ
ジ
ウ
ム
・
ニ
ュ

l
カ
ッ
ス
ル
病
な
ど
の
病

気
が
加
わ
る
と
、
養
鶏
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
経
営
状
況
か
ら
、
面
河
養
鶏
専
務
の

M
氏
は
、

需
給
調
整
だ
け
で
な
い
卵
価
保
障
制
度
や
飼
料
原
価
安
定
制
度
の
確
立

・

経
済
連
所
有

・
委
託
飼
育
方
式
の
導
入
な
と
考
慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
語
っ
て
い
る
。

作自の歴史第3章
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造
林
と
木
材
加
工

372 

こ
の
章
で
は
、
全
郡
的
に
目
を
向
け
、
そ
の
中
に
お
け
る
面
河
村
の
様
子
を
見
て

い
き
た
い
。

、丘二
ス旦

林

付

造

林

面

積

キ
ロ
で
あ
る
。

上
浮
穴
郡
の
総
面
積
は
七
二
四
平
方
キ
ロ
で
、
県
下
第

一
位
で
あ
る
。
林
野
は
六
三
九
平
方
キ
ロ
も
あ
り
、
内
民
有
林
は
五

O
八
平
方

地
形
を
み
る
と
、

四
国
山
脈
の
中
央
に
あ
り
、
石
鎚
山
系
の
山
岳
に
固
ま
れ
、
標
高

二
ニ

0
メ
ー
ト
ル

か
ら

一
九
八
一
メ
ー
ト
ル
の
間

に
あ
る
。
久
万
川
・
面
河
川
が
太
平
洋
へ
、
小
田
川
は
瀬
戸
内
海
へ
と
流
れ
て
い
る
。

年
に
よ
り
増
減
は
あ
る
が
、
気
候
は
寒
冷
で
平
均
気
温
一
三
度
C
前
後
、
降
水
量
二
三

0
0
ミ
リ
か
ら
二
五

0
0
ミ
リ、

根
雪
の
期
間

は
三

O
日
余
り
で
あ
る
。
昭
和
四
十
二
年
以
降
は
降
雪
量
が
少
な
い
。
降
雨
量
は
五
月
か
ら
九
月
に
集
中
し
て

い
る
が
、

年
間
雨
量
か
ら

み
て
、
す
ぎ
・
ひ
の
き
の
生
育
に
適
し
て
い
る
。



亡ヰ

林
業
の
生
い
立
ち

古
文
書
で
み
る
と
、
菅
生
山
太
宝
寺
の
沿
革
の
中
に
、
久
万
の
林
業
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
井
部
栄
範
が
、
木
嶋
僧
正
の
門
弟
と

な
っ
て
来
山
し
、
明
治
七
年
、
還
俗
し
、
産
業
開
発
に
乗
り
出
し
た
。
廃
藩
置
県
後
は
、
濫
伐
が
行
わ
れ
、
自
然
の
大
森
林
も
草
山
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
様
子
を
み
て
郡
民
に
育
苗
と
植
林
を
指
導
し
、
造
林
の
気
運
を
呼
び
起
こ
し
た
。
み
ず
か
ら
も
原
野
に
植
林
を
行

っ
て
範
と
し
、

今
日
の
林
業
王
国
の
基
を
築
い
た
。

昭
和
二
年

次
に
、
愛
媛
県
林
政
史
年
表
か
ら
、
林
業
施
策
を
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
般
私
有
林
の
造
林
補
助

昭
和
十
三
年

昭
和
十
四
年

昭
和
十

年

昭
和
十
八
年

造林と木材加工

昭
和
十
九
年

昭
和
二
十
年

昭
和
二
十
二
年

昭
和
二
十
三
年

第 4章

昭
和
二
十
四
年

昭
和
二
十
五
年

郡
に
間
伐
指
導
員
を
お
く
。

森
林
組
合
の
強
化
を
図
る
。

木
材
統
制
法
公
布
、
木
材
生
産
の
確
保
・
需
給
と
価
格
の
公
正
を
ね
ら
い
と
す
る
。

坑
木
・
枕
木
・
用
材
等
の
規
格
を
定
め
る
。

木
材
薪
炭
生
産
令
の
公
布

木
材
生
産
目
標
の
指
示

木
材
薪
炭
生
産
規
則
を
制
定

治
山
事
業
補
助
規
程
公
布
、
樹
苗
養
成
事
業
補
助
規
則
を
公
布
(
県
)

林
業
施
設
負
担
金
交
付
規
程
の
公
布
、
森
林
害
虫
防
除
事
業
補
助
金
交
付
規
程
を
定
め
る
。

373 

造
林
臨
時
措
置
法
公
布
、
し
い
た
け
生
産
奨
励
補
助
金
交
付
規
定
を
定
め
る
。
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昭
和
二
十
六
年

昭
和
二
十
九
年

産

昭
和
三
十
年

第 6編

昭
和
三
十
一
年

昭
和
三
十
四
年

昭
和
三
十
五
年

昭
和
三
十
六
年

昭
和
三
十
七
年

昭
和
三
十
九
年

昭
和
四
十
七
年

治
山
事
業
五
か
年
計
画

・
林
道
開
設
一

0
か
年
計
画

374 

造
林
補
助
金
交
付
規
定
を
定
め
る
。
切
炭
・

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
へ

民
有
林
産
物
搬
出
施
設
補
助
金
交
付
規
程
を
定
め
る
。

木
材
業
者
及
び
製
材
業
者
登
録
条
例
公
布

治
山
事
業
施
行
規
則
を
定
め
る
。

民
有
林
治
山
事
業
一

0
か
年
計
画
を
樹
立

向
上
の
改
正
、
学
校
造
林
六
割
、
そ
の
他
四
割

森
林
法
の

一
部
改
正

林
業
基
本
法
、
第

一
次
林
業
構
造
改
善
事
業

ま
た

一
方
で
は
、
各
町
村
が
法
律
や
条
例
を
受
け
て
、
町
村
独
自
の
条
例
を
設
け
事
業
を
行

っ
て
い
る
。

第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業

農
林
業
振
興
事
業
資
金
の
融
資
(
昭
和
三
十
六
年
に
農
業
近
代
化
資
金
と
し
て
)、
農
林
業
振
興
事
業
資
金
利
子
補
給
金
交
付
要
綱
、
融
資
事

金
と
し
て
)
な
ど
に
よ
り
、

業
利
子
補
給
金
交
付
条

例
(
昭
和
三
十
五
年
、
農
地
ま
た
は
牧
野
の
改
良
造
成
文
は
復
旧
に
必
要
な
資
金
、
林
道
の
改
良
造
成
又
は
復
旧
に
必
要
な
資

農
業

・
林
業
の
振
興
に
役
だ
た
せ
て
い
る
。
戦
後
の
久
万
林
業
は
、
昭
和
三
十
九
年
の
林
業
基
本
法
の
制
定

に
よ
り
、
新
し
い
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
き
た
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
林
業
構
造
改
善
事
業
費
補
助
金
と
し
て
、
事
業
に
対
し
て
補

助
率
を

一
O
分
の
七
か
ら
一

O
分
の
五
と
し
て
い
る。

こ
の
法
を
受
け
て
郡
内
五
か
町
村
が
昭
和
四
十
八
年
、
上
浮
穴
郡
林
業
振
興
協
議

会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
上
浮
穴
郡
林
業
振
興
計
画
を
立
案
し
た
。
す
な
わ
ち
昭
和
五
十
二
年
ま
で
の
五
か
年
間
に
実
行
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
業
内
容
が
計
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。



(→ 
植
樹
事
業
の
実
施

亡ヰ

枝
打
ち
技
術
士
の
認
定

日
開

造
林
技
術
土
の
認
定

ω 
育
林
技
術
体
系
の
確
立

(王。

上
浮
穴
郡
林
業
振
興
計
画
の
樹
立

以
上
の
項
目
に

つ
い
て
、
各
町
村
で
計
画
を
立
て
た
わ
け
で
あ
る
が
、
特
に
均
質
優
良
丸
太
を
大
量
に
生
産
す
る
こ
と
と
、
形
質
の
よ

い
丈
径
木
を
生
産
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

特
に
昭
和
四
十
年
度
の
愛
媛
県
全
体
の
植
林
傾
向
を
み
る
と
、
人
工
林
が
五
三
・
二
%
と
全
国
の
五
指
の
中
に
入
る
高
い
割
合
を
占
め

て
お
り
、
地
理
的
条
件
、
気
候
的
条
件
に
恵
ま
れ
た
上
浮
穴
郡
に
お
い
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
度
の
人
工
林
の
割
合
は
七
三
%
を
占
め
て

お
り
、
県
下
の
水
準
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

造林と木材加工

町村別針葉樹林面積

第4章

町村別針葉樹生産量

同

素

素
材
生
産
量
を
み
る
と
、
九
O
%
以
上
を
針

葉
樹
が
占
め
、
広
葉
樹
は
薪
炭
材
、

し
い
た
け

の
原
木
と
し
て
、

わ
ず
か
に
生
産
さ
れ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。

針
葉
樹
林
面
積
と
そ
の
生
産
量
を
比
較
し
て

375 

み
る
と
、
針
葉
樹
林
面
積
の
割
合
は
各
町
村
ほ



業

ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
生
産
量
を
み
た
場
合
、

か
な
り
の
差
が
出
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
他
産
業
に
対
す
る
各
町
村
の
考
え
方
を
示
す
例
と

376 

し
て
考
え
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

産

ま
た
生
産
量
を
年
次
別
に
み
る
と
、
年
々
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
が
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
四
十
三
年
ま
で
は
や
や
増
加
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
上
浮
穴
郡
特
有
の
雪
の
被
害
に
よ
る
伐
採
が
入
っ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
外
材
の
輸
入
増
加
が
め
だ

っ
て
き
て
い
る

第 6編

現
在
、

発
展
は
前
途
多
難
を
忠
わ
せ
る
。

L
h
い

v
t
A
1
 

物

産

{→ 

し

い

た

け

し
い
た
け
の
栽
培
は
、
近
年
飛
躍
的
な
伸
び
を
示
し
て

い
る。

以
前
は
、
栽
培
で
は
な
く
て
朽
木
な
ど
に
自
然
に
生
え
て

い
た
も
の
を
採
取
し
て

い
た
の
で
あ

っ
た
が
、
明
治
に
な
る
と、

な
ら
や
く

ぬ
ぎ
を
原
木
と
し
て
ほ
だ
木
を
作
り
栽
培
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
正
・
昭
和
に
な
っ
て
需
要
も
多
く
な
り
、
か
な
り
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
昭
和
三
十
年
ご
ろ
か
ら
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
な
ど

の
家
庭
燃
料
が
普
及
し
木
炭
や
薪
の
需
要
が
急
に
減
り
始
め
た
。
そ
の
た
め
、
な
ら

・
く
ぬ
ぎ
な
ど
の
木
炭
の
原
木
が
、

し
い
た
け
の
原

木
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
し
い

た
け
の
栽
培
技
術
も
進
ん
で
、

し
い
た
け
菌
の
植
え
込
み
も
行
わ
れ
始
め
た
。

こ
の
よ
う
に
木
炭
製
造
の
不
振
に
代
わ
っ
て
、
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
か
ら
し
い
た
け
の
生
産
は
急
に
伸
び
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
の
で
あ

る
o 



現
金
収
入
の
少
な
い
農
家
に
と
っ
て
は
、

た
い
せ
つ
な
収
入
源
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

。
そ
の
他
の
き
の
こ

現
在
、

上
浮
穴
郡
で
は
え
の
き
だ
け
、
な
め
こ
・
し
め
じ
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
年
々
生
産
者
は
増
え
つ
つ
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

ら
の
き
の
こ
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
は
ご
く
少
数
で
、
し
い
た
け
の
栽
培
ほ
ど
普
及
は
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
き
の
こ

の
栽
培
の
歴
史
は
極
め
て
浅
い
。

え
の
き
だ
け
・
な
め
こ
の
産
地
と
し
て
有
名
な
と
こ
ろ
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
長
野
県
で
あ
る
。
こ
の
長
野
県
に
、
地
理
的
条
件
や
気

象
条
件
が
よ
く
似
て
い
る
と
こ
ろ
に
目
を
つ
け
た
愛
媛
県
立
上
浮
穴
高
等
学
校
林
業
科
の
先
生
が
、
早
速
長
野
県
か
ら
え
の
き
だ
け
、
な

め
こ
を
導
入
し
、
昭
和
四
十
年
試
験
的
に
栽
培
を
始
め
た
の
が
、
本
郡
に
お
け
る
普
及
の
第
一
歩
で
あ
る
。
試
験
的
に
栽
培
し
た
結
果
、

え
の
き
だ
け
・
な
め
こ
の
栽
培
に
、
本
郡
の
諸
条
件
が
適
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

一
般
の
農
家
へ

も
奨
励
し
、
そ
の
普
及
に
努
め

た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
き
の
こ
の
栽
培
を
手
が
け
る
農
家
も
現
れ
、
現
在
で
は
、
余
り
た
く
さ
ん
の
量
と
は
い
え
な
い
が
市

場
に
出
荷
す
る
ま
で
に
な
っ
て

い
る。

造林と木材加工第 4章
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養
魚
・
養
烏

第 6編

養

魚

近
年
天
然
の
淡
水
漁
が
減
少
し
て
い
き
、

一
方
海
魚
も
年
々
減
少
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、
さ
ら
に
、
魚
自
体
も
汚
染
さ
れ
て
い
く
中

で
、
な
ん
と
か
し
て
淡
水
魚
の
王
様
と
い
わ
れ
る
あ
ま
ご
の
養
殖
は
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
る
者
が
出
た
。
そ
こ
で
徳
島
県
立
小
歩
危

養
魚
場
、
さ
ら
に
、
岐
阜
県
・
長
野
県
に
研
修
に
出
か
け
、
昭
和
四
十
四
年
十
月
か
ら
美
川
村
長
崎
で
あ
ま
ご
の
養
殖
を
始
め
た
。
こ
の

長
崎
養
魚
セ
ン
タ
ー
は
、
愛
媛
の
あ
ま
ご
の
養
殖
の
発
祥
の
地
で
あ
る
。

昭
和
四
十
五
年
一
月
、
岐
阜
水
産
試
験
場
よ
り
二
万
匹
の
稚
魚
を
取
り
寄
せ
て
養
殖
し
、
そ
の
解
化
に
成
功
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
解

化
率
は
相
当
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
六
年
こ
ろ
か
ら
、
柳
谷
村
と
か
小
田
深
山
な
ど
で
も
、
養
殖
を
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
四
十
七
年
五
月
か
ら
、
あ
め
の
う
お
(
あ
ま
ご
)
と
ま
す
の
養
殖
を
、
美
川
村
中
黒
岩
で
し
て
い
た
人
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

「
年
間
通
し
て
二
二
度
C
と
い
う
養
殖
に
と
っ
て
は
最
適
の
湧
水
を
利
用
し
て
、
二
万
匹
ほ
ど
養
殖
し
て
い
る
が
、
副
業
と
し
て
続

た
。

け
て
い
き
た
い
。
」

面
河
に
お
け
る
養
魚
は
、
国
民
宿
舎
「
面
河
」
が
で
き
た
昭
和
四
十
一
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
る
。

昭
和
四
十
四
年
四
月
、
本
村
土
泥
で
、
養
魚
合
商
業
と
し
て
始
め
た

M
氏
の
場
合
の
年
次
別
生
産
高
と
飼
育
能
力
(
池
の
広
さ
)
は
次

表
の
と
お
り
で
あ
り
、
昭
和
五
十
年
当
時
は
、
郡
内
一
位
の
生
産
高
と
な
っ
て
い
た
。

マ
ス
や
ア
メ
の
養
殖
に
は
、
水
温
は
二
二
度
C
ぐ



養魚 ・養鳥

養

，鳥

場

昭和 |生産高|池の広さ|

44 200 15.5 

45 350 46.2 

46 400 277.2 

47 3，000 277.2 

48 7，500 277.2 

49 12， 000 277.2 

50 20， 000 560. 7 

色

ら
い
が
適
当
で
あ
り
、
二
二
度
を
越
え
る
と
死
ぬ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
余
り
低
温
だ
と
、

養

ど
う
し
て
も
肥
育
が
悪
く
、

営
業
と
し
て
は
成
績
が
よ
く
な
い
。
さ
ら
に
、
飼
育
魚
数
が

増
え
る
に
し
た
が
っ
て
、

豊
富
な
水
量
の
供
給
が
必
要
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
条
件
が
満
た

き
れ
な
い
と
養
殖
は
不
可
能
で
あ
る
。

こ
の
養
殖
池
は
、
割
石
川
の
支
流
、
妙
谷
川
沿
い
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、

c、
冬
で
も
一
二
度
C
と
絶
好
の
条
件
を
備
え
て
お
り
、
冬
の
成
育
も
極
め
て
よ
い
。

夏

一
四
度

第 5章

会、じ

面
河
で
は
、
北
海
道
産
の
高
麗
維
と
日
本
婚
を
中
心
に
養
鳥
が
行
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
六
年
、

道
後
の
観
光
旅
館
怠
部
委
託
と
い

う
形
で
始
ま
っ
た
。
当
初
は
、

379 

一
一
人
の
組
合
員
で

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
飼
育
法
の
困
難
さ
か
ら
死
亡
率
が
高
く
、
経
営
は
赤
字

と

な

り、

昭
和
五
十
年
に
ま
、
組
合
員
二
人
が
残
る
だ
け
と
な
っ
た
。
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こ
の
委
託
飼
育
方
式
と
い
う
の
は
、
松
山
市
平
井
解
化
場
で
解
化
し
、

380 

さ
ら
に
餌
付
け
し
た
雛
を
面
河
に
も
っ
て
帰
り
、
約
四
か
月
館

産

育
し
て
旅
館
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
飼
育
料
を
受
け
取
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
だ
い
た
い
維
は
三
月
末
か
ら
六
月
に
か
け
て
産
卵
す
る

が
、
そ
れ
を
五
度
C
か
ら
一

O
度
C
で
保
管
し
て
お
き
、
一
週
間
ご
と
ま
と
め
て
解
卵
場
に
送
る
。
解
化
に
は
二
四
日
か
ら
二
五
日
か
か

り
、
鮮
化
率
は
五

O
%前
後
で
あ
る
。
雛
は
一

0
日
間
ほ
ど
三
六
度
C
か
ら
三
八
度
C
の
保
温
の
も
と
で
飼
い
、
だ
ん
だ
ん
外
気
温
に
近

第 6編

す
る
と
い
う
。

一
か
月
た
つ
と
放
鳥
場
へ
出
す
。

こ
の
雛
の
一
か
月
間
が
養
維
の
ポ
イ
ン
ト
で
、
こ
の
飼
い
方
を
誤
る
と
死
亡
す
る
も
の
が
続
出

づ
け
、

放
鳥
場
は
、

一
メ
ー
ト
ル
余
り
の
高
さ
に
一
面
金
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
太
陽
も
雨
も

自
然
の
ま
ま
に
降
り
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
マ
ス
と
呼
ば
れ
る
部
屋
に
仕
切
っ
て
あ

り
、
維
の
育
成
段
階
、
状
況
に
合
わ
せ
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
飼
わ
れ
て
い
る
。
自
然
の
ま

ま
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ス
に
雨
も
陽
光
も
さ
え
ぎ
れ
る
避
難
場
所
も
設
け
ら
れ

維の養鳥場

て
い

る
。
密
飼
い
や
過
保
護
的
飼
育
は
抵
抗
力
を
な
く
し
死
亡
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多

く
、
市
販
の
飼
料
以
外
に
、
野
菜

・
い
も
類
・
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
各
種
混
ぜ
て
や

っ
て

日
に
一
回
か
ら
三
回
で
、
産
卵
場
の
成
鳥
に
は
ど
う
し
て
も
二
回

か
ら
三
回
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
食
べ
残
し
た
飼
料
は
発
酵
し
や
す
い
の
で
、

余
ら
な
い
よ
う
に
与
え
る
こ
と
が
こ
つ
だ
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
労
働
は
、
健
康
な
婦
人
一

人
の
専
業
に

一
0
0
0羽
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
く
ら
い
で
あ
る
と
い
う
。

い
る
。
え
さ
や
り
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て
飼
育
し
た
維
は
、
料
理
用
の
ほ
か
に
、
は
く
製
用
に
売
ら
れ
る
。
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